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施

策

組
織
機
構
改
革

４
月
に
組
織
機
構
改
革
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
効

率
的
で
、
市
民
に
分
か
り
や
す

い
組
織
機
構
に
改
め
ま
し
た
。

●
総
合
窓
口
課
の
新
設

本
庁
と
支
所
に
は

｢

総
合
窓

口
課｣

を
新
設
し
ま
す
。
支
所

の
総
合
窓
口
課
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
各
種
申

請
受
付
業
務
な
ど
を
中
心
と
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
、
総
合
的

に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
21
年
度
の
早
い

時
期
に
、
本
庁
と
支
所
を
結
ぶ

テ
レ
ビ
電
話
シ
ス
テ
ム(

窓
口

ネ
ッ
ト)

の
運
用
を
開
始
し
機

能
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
す
ぐ
や
る
課
の
新
設

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
で
喫

緊
な
要
望
に
迅
速
に
対
処
す
る

た
め
、｢

す
ぐ
や
る
課｣

を
新

設
し
、
よ
り
機
動
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

支
所
の
活
性
化
と
有
効
活
用

支
所
の
活
性
化
と
有
効
活
用

の
た
め
に
、
平
成
21
年
度
に
福

祉
施
策
や
地
域
振
興
施
策
な
ど

も
含
め
た
新
た
な
視
点
で
、
利

活
用
計
画
を
策
定
し
、
平
成
22

年
度
よ
り
改
修
な
ど
を
進
め
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性

の
向
上
を
踏
ま
え
、
公
共
性
の

高
い
各
種
団
体
な
ど
を
支
所
へ

集
積
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

公
共
交
通
体
系
の
整
備

公
共
交
通
体
系
の
整
備
は
、

昨
年

｢

安
芸
高
田
市
公
共
交
通

協
議
会｣

を
立
ち
上
げ
、
高
齢

者
・
障
害
者
・
女
性
に
や
さ
し

い
新
た
な
生
活
交
通
体
系
の
構

築
を
目
指
す

｢

公
共
交
通
総
合

連
携
計
画｣

の
最
終
的
な
取
り

ま
と
め
を
現
在
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
、
そ
の
内
容

を
踏
ま
え
、
本
年
秋
頃
を
目
途

に
、
新
た
な
交
通
体
系
に
よ
る

実
証
運
行
な
ど
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
情
報
伝
達

災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
手

段
で
あ
る
防
災
行
政
無
線
の
統

一
の
た
め
、
中
継
局
の
設
備
、

本
庁
固
定
局
機
器
の
更
新
を
行

う
と
と
も
に
、
携
帯
・
車
載
無

線
機
の
更
新
整
備
も
平
成
21
年

度
よ
り
順
次
行
い
ま
す
。

多
治
比
川
水
系
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ(

災
害
予
測
地
図)

を
作
成

市
民
の
皆
さ
ん
へ
災
害
危
険

箇
所
を
周
知
す
る
た
め
、
平
成

20
年
度
に
配
付
し
ま
し
た
洪
水
・

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

引
続
き
、
平
成
21
年
度
は
、
多

治
比
川
水
系
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
配
付
し
ま
す
。

避
難
体
制

避
難
支
援
が
必
要
な
人
に
対

し
て
、
避
難
情
報
の
伝
達
や
避

難
場
所
へ
の
誘
導
な
ど
を
行
う

｢

安
芸
高
田
市
災
害
時
要
援
護

者
支
援
制
度｣

を
、
地
域
支
援

者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
平
成

21
年
度
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
す
。

上
下
水
道
の
整
備

上
水
道
の
整
備
で
は
、
美
土

里
町
の
横
田
地
区
の
簡
易
水
道

創
設
の
基
本
計
画
の
策
定
に
着

手
し
ま
す
。
ま
た
、
早
期
に
全

市
的
な
水
洗
化
を
図
る
た
め
、

平
成
21
年
度
に
整
備
区
域
の
見

直
し
や
、
浄
化
槽
整
備
区
域
の

拡
大
を
含
め
た

｢

下
水
道
全
体

計
画｣

の
変
更
作
業
に
着
手
し

ま
す
。

な
お
、
施
設
の
老
朽
化
と
浄

化
槽
汚
泥
な
ど
の
増
加
に
伴
い
、

処
理
能
力
に
限
界
を
き
た
し
て

い
る

｢

し
尿
処
理
施
設
安
芸
高

田
清
流
園｣

は
、
汚
泥
再
生
処

理
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
平
成
22

年
度
ま
で
に
施
設
の
完
成
を
目

指
し
て
お
り
、
平
成
21
年
度
か

ら
本
格
的
に
施
設
建
設
、
機
械

設
備
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

雇
用
促
進
住
宅

昨
年
、
国
か
ら
雇
用
促
進
住

宅
廃
止
に
伴
う
譲
渡
の
申
し
入

れ
を
受
け
、
市
と
し
て
検
討
し

た
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
入
居
者

が
市
民
で
あ
り
、
市
内
の
事
業

所
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
と
い
う

実
態
が
あ
る
た
め
、
現
下
の
雇

用
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
た
と
き
、

廃
止
に
よ
る
影
響
は
極
め
て
大

き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
21
年
度
は
、
４
団
地
の
内
、

吉
田
郡
山
団
地
を
取
得
し
、
残

る
３
団
地
も
計
画
的
に
取
得
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

葬
斎
場

葬
斎
場
建
設
は
、
合
併
前
の

協
議
会
で
、
ま
た
合
併
後
も
市

議
会
な
ど
で
市
民
に
直
結
し
た

新
市
の
重
点
事
業
と
し
て
慎
重

に
議
論
を
さ
れ
、
建
設
場
所
と

し
て
は
、
吉
田
町
の
環
境
セ
ン

タ
ー
跡
地
が
最
適
地
と
し
て
確

認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。

市
長
就
任
後
は
、
計
上
さ
れ

て
い
た
平
成
20
年
度
予
算
の
調

査
費
な
ど
を
凍
結
し
て
、
地
域

の
状
況
及
び
経
過
な
ど
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
。
新
年
度
で
は
、

今
後
も
地
元
住
民
の
理
解
と
協

力
を
得
る
べ
く
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
が
、
本
施
設
は
市
民
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

あ
り
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る

維
持
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

や
合
併
特
例
債
の
有
利
な
制
度

を
活
用
す
る
た
め
、
測
量
調
査
、

環
境
影
響
調
査
な
ど
に
着
手
し

ま
す
。

ま
た
、
葬
儀
施
設
は
財
政
状

況
を
踏
ま
え
集
会
所
程
度
の
施

設
を
併
設
す
る
こ
と
と
し
、
極

力
事
業
費
を
抑
え
る
方
向
で
検

討
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進

本
定
例
会
に

｢

男
女
共
同
参

画
推
進
条
例｣

を
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

市
を
挙
げ
て
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
に
取
り
組
む

｢

都
市

宣
言｣

を
行
な
う
と
と
も
に
、

講
演
会
な
ど
の
記
念
行
事
を
企

画
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
積

極
的
に
各
種
行
政
委
員
会
な
ど

へ
の
女
性
参
画
を
推
進
し
ま
す
。

Administrative policy

2

界
経
済
の
不
況
に
よ
り
、

本
市
で
も
、
雇
用
・
経
済

情
勢
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
早
期
に
市
民
の
皆
様

の
不
安
を
解
消
し
て
、
そ
の
暮

ら
し
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
昨
年
末
に

｢

緊

急
経
済
・
生
活
支
援
対
策
本
部｣

を
設
置
し
、
不
況
に
よ
る
企
業

の
資
金
繰
り
融
資
へ
の
対
応
や
、

離
職
者
に
対
す
る
市
営
住
宅
な

ど
の
提
供
及
び
生
活
相
談
な
ど
、

諸
問
題
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
国
で
も
、

第
２
次
補
正
予
算
で
、｢

地
域

活
性
化
・
生
活
対
策｣

と
し
て

総
額
27
兆
円
、
ま
た
、
平
成
21

年
度
当
初
予
算
で
は
、｢

生
活

防
衛
の
た
め
の
緊
急
対
策｣

と

し
て
総
額
37
兆
円
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
緊
急
経
済
対
策

と
し
て
、
地
域
活
性
化
及
び
生

活
対
策
関
連
事
業
な
ど
総
額
12

億
３
千
万
円
の
補
正
予
算
が
可

決
さ
れ
、
今
や
景
気
・
雇
用
対

策
は
国
・
地
方
を
通
じ
、
喫
緊

の
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
状
況
の
下
、
地
方

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度

の
地
方
交
付
税
は
、
緊
急
対
策

と
し
て
雇
用
創
出
の
た
め
の
財

源
が
新
た
に
総
額
４
千
億
円
措

置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度

に
比
す
と
増
額
の
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
景
気
減
退
に
伴

い
市
税
を
は
じ
め
と
す
る
一
般

財
源
は
大
幅
に
減
少
す
る
見
込

で
あ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
は
合

併
し
て
早
６
年
目
を
迎
え
よ
う

と
し
て
お
り
、
市
政
運
営
に
あ

た
り
ま
し
て
は
、
合
併
に
よ
る

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

な
が
ら
、
総
合
計
画
の
実
施
計

画
に
掲
げ
る
諸
事
業
を
着
実
に

実
行
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
中
・

長
期
的
な
財
政
推
計
に
基
づ
く

｢

財
政
健
全
化
計
画｣

と
の
整

合
性
を
常
に
検
証
し
な
が
ら
行

財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。と

り
わ
け
、
昨
年
４
月
の
市

長
就
任
以
来
、
私
が
市
民
の
皆

様
に
公
約
い
た
し
ま
し
た
政
策

目
標

(

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト)

は
、

財
政
状
況
が
大
変
厳
し
い
中
、

出
来
る
も
の
か
ら
着
実
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
県
内
で
初

め
て
の｢

学
習
補
助
員
の
配
置｣

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、｢

ま
ご

こ
ろ
代
行
サ
ー
ビ
ス
の
導
入｣

や

｢

地
域
農
道
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

舗
装
補
助｣

、｢

家
族
介
護
者
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
の
実
施｣

や

｢

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の

制
定｣

に
向
け
た
取
り
組
み
も

行
い
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
は
、
こ
れ
ら
の

事
業
を
充
実
し
て
継
承
す
る
と

と
も
に
、｢

新
た
な
生
活
交
通

体
系
の
整
備｣

や

｢

す
ぐ
や
る

課
の
設
置｣

、｢

結
婚
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
創
設｣

、｢

妊
婦
健
診
の

助
成
回
数
の
拡
大｣

、｢

乳
幼
児

医
療
費
の
公
費
負
担
を
小
学
校

６
年
生
ま
で
拡
大｣

、｢

第
３
子

以
降
の
保
育
料
の
無
料
化｣

を

新
規
施
策
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、｢

水
洗
化
の
促
進｣

は
、

今
後
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
環
境
対
策
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
る

｢
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の

徹
底｣

を
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
将
来
を
見
据

え
た
少
子
・
高
齢
化
に
対
す
る

ま
ち
づ
く
り
は
、
自
助
・
共
助

を
基
調
と
す
る

｢

市
民
総
ヘ
ル

パ
ー
構
想
の
創
設｣

、｢

家
庭
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進｣

、
ま

た
、
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

事
業
な
ど
の
施
策
を
総
合
的
に

展
開
し
、｢

広
島
県
一
、
在
宅

介
護
の
進
ん
だ
ま
ち
の
創
造｣

を
目
指
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

平
成
21
年
度
予
算
編
成
で
は
、

私
の
政
策
目
標
を
可
能
な
限
り

予
算
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
が
、

｢

新
た
な
生
活
交
通
体
系
の
整

備｣

は
、｢

安
芸
高
田
市
公
共

交
通
協
議
会｣

の
最
終
的
な
取

り
ま
と
め
な
ど
を
踏
ま
え
、
平

成
21
年
度
の
早
い
段
階
で
補
正

予
算
な
ど
に
よ
り
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

時
代
が
大
き
く
転
換
し
よ
う

と
す
る
今
、
困
難
な
課
題
に
も

果
敢
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成21年度 施政方針
平成21年第１回安芸高田市議会定例会で浜田市長が発表した本年度の ｢施政方針｣｡ 昨年４月の市
長就任から１年が経過し､ ２年目のまちづくりが始まります｡ 自治体を取り巻く環境は､ 厳しい状
況に置かれていますが､ 限られた財源を最大限に有効活用するため､ 効率的で効果的な行政執行と
財政運営を実施していきます｡ その内容を､ 施政方針を抜粋しご紹介します｡

困難な
課題にも果敢に
挑戦します

世
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ご
み
問
題
と
環
境
問
題

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、

平
成
21
年
度
は
、｢

環
境
基
本

条
例｣

の
制
定
を
予
定
し
て
お

り
、
条
例
制
定
後
に｢

環
境
基

本
計
画｣

の
策
定
に
着
手
し
ま

す
。身

近
な
取
り
組
み
と
し
て
、

ご
み
の
減
量
化
の
推
進
、
分
別

収
集
の
徹
底
に
よ
る
資
源
ご
み

の
回
収
率
の
向
上
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
生

ご
み
処
理
機
購
入
に
対
す
る
助

成
金
制
度
を
復
活
す
る
と
と
も

に
、
自
治
会
な
ど
の
資
源
ご
み

回
収
団
体
に
対
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
助
成
単
価
を
、
１
キ
ロ
４
円

か
ら
10
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

地
産
地
消

地
産
地
消
の
徹
底
し
た
事
業

推
進
を
図
る
た
め
、
庁
内
に

｢

地
産
地
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム｣

を
設
置
し
、
地
元
食
材
の

利
用
促
進
と
供
給
体
制
の
確
立

に
向
け
た
調
査
研
究
を
行
い
、

｢

地
産
地
消
推
進
計
画｣

を
樹

立
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
４
月
に
は
八
千
代
町

に
民
間
企
業
に
よ
る
農
産
物
直

売
所
が
開
設
予
定
で
あ
り
、
直

売
所
へ
の
農
産
物
の
出
荷
体
制

の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、
広

島
北
部
農
協
が
主
体
と
な
り
、

市
と
連
携
し
て
市
内
産
直
市
の

販
売
体
制
の
強
化
を
図
り
な
が

ら
、
農
家
の
所
得
向
上
と
地
域

活
性
化
に
向
け
た
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。

消
費
・
生
産
の
拡
大

広
島
北
部
農
協
と
連
携
し
、

売
れ
る
米
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、｢

ブ
ラ
ン
ド
米
戦
略
展

開
事
業｣

と
し
て
、
こ
れ
ま
で

振
興
し
て
き
た｢

あ
き
ろ
ま
ん｣

に
加
え
、
平
成
21
年
度
か
ら
は

寿
司
米
と
し
て
需
要
の
高
い

｢

こ
い
も
み
じ｣

の
栽
培
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域

特
産
品
と
し
て
の
赤
米
・
黒
米
・

そ
ば
な
ど
の
生
産
拡
大
も
、
機

械
導
入
に
よ
る
条
件
整
備
を
し

て
い
き
ま
す
。

野
菜
生
産
は
、
広
島
北
部
農

協
の

｢

野
菜
20
億
円
産
地
づ
く

り｣

と
併
せ
て
、
年
間
を
通
じ

て
出
荷
可
能
な
根
菜
類
の
生
産

を
推
進
し
、
広
島
市
へ
の
販
路

の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

雇
用
確
保
対
策
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
て
積
極
的
に
企
業
誘
致
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
産
業
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
と
し
た
市
内
商
工

業
者
の
経
営
安
定
化
研
修
や
、

商
工
会
の
活
動
も
引
き
続
き
支

援
す
る
と
と
も
に
、
新
規
事
業

と
し
て
、
中
小
企
業
の
人
材
育

成
の
た
め
の
研
修
、
講
座
な
ど

へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
な
ど
か
ら
の
要
望
が

強
い｢

福
祉
支
援
型
の
買
物
サ
ー

ビ
ス
や
割
引
カ
ー
ド
の
発
行｣

は
、
平
成
21
年
度
に
商
工
会
で

検
討
し
て
い
た
だ
き
、
施
策
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
お

願
い
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

都
市
と
の
交
流

小
学
生
を
対
象
に
し
た
農
山

漁
村
で
の
宿
泊
体
験
交
流
活
動

を
行
う

｢

農
山
漁
村
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト｣

が
、
将
来
的
に
は

全
国
の
す
べ
て
の
小
学
校
で
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て

お
り
、
本
市
と
し
て
も
、
交
流

と
地
域
活
性
化
の
視
点
か
ら
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
う
た

め
、
平
成
21
年
度
に
受
け
入
れ

体
制
の
構
築
の
た
め
の
計
画
策

定
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

観
光土

師
ダ
ム
周
辺
は
、
市
を
代

表
す
る
憩
い
の
空
間
と
し
て
再

生
整
備
を
進
め
、
活
性
化
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
は
、
ダ
ム
周
辺
に

Ｂ
Ｍ
Ｘ(

自
転
車
モ
ト
ク
ロ
ス)

コ
ー
ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
転
車

貸
出
し
事
業
の
魅
力
化
、
ボ
ー

ト
貸
出
し
事
業
の
再
開
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

男
女
の
交
流

本
市
の
未
婚
率
は
、
周
辺
市

町
に
比
し
て
非
常
に
高
い
値
で

す
。
人
口
増
や
若
者
定
住
を
推

進
す
る
た
め
に
も
、｢

交
流
の

場｣

、｢

出
会
い
の
機
会｣

を
提

供
し
、
１
組
で
も
多
く
の
カ
ッ

プ
ル
を
誕
生
さ
せ
る
た
め
の
支

援
も
大
事
な
施
策
と
考
え
て
い

ま
す
。

平
成
21
年
度
は
、｢

結
婚
サ

ポ
ー
ト
事
業｣

と
し
て
、
結
婚

相
談
所
の
開
設
と
12
名
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
お
見
合

い
支
援
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
交
流

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
施
策
を
展
開

し
ま
す
。
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教
育
の
充
実

平
成
20
年
度
に
、
市
内
３
小

学
校
の
３
・
４
年
生
を
対
象
に

そ
れ
ぞ
れ
１
名
の

｢

学
習
補
助

員｣

を
試
行
的
に
配
置
し
ま
し

た
。
児
童
の
学
習
習
慣
の
定
着

や
学
習
意
欲
の
向
上
な
ど
、
そ

の
成
果
を
踏
ま
え
、
平
成
21
年

度
は
、
全
て
の
小
学
校
に
拡
大

配
置
し
、
き
め
細
か
な
指
導
支

援
や
補
充
的
な
指
導
、
家
庭
で

の
学
習
習
慣
の
基
盤
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

学
校
耐
震
化

第
１
次
診
断
で
耐
震
危
険
度

が
高
い
と
さ
れ
た
小
・
中
学
校

の
校
舎
と
体
育
館
は
、
平
成
21

年
度
に
耐
震
補
強
工
事
に
着
手

し
、
残
る
学
校
の
校
舎
な
ど
も
、

引
続
き
、
第
２
次
耐
震
診
断
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
耐
震
化
改
修
事
業
は
、

膨
大
な
経
費
が
伴
う
こ
と
か
ら
、

厳
し
い
本
市
の
財
政
状
況
を
踏

ま
え
た
と
き
、
将
来
を
見
据
え

た
投
資
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
本
市
の
今
後
の
児
童

生
徒
数
の
推
移
な
ど
を
検
証
し

つ
つ
、
将
来
的
な
学
校
の
適
正

配
置
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

統
廃
合
も
視
野
に
入
れ
た
検
討

作
業
に
入
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
21
年
度
に

｢

学
校
規
模
適
正
化
委
員
会｣

を
設
置
し
、｢

学
校
規
模
適
正

化
計
画｣

の
策
定
を
行
い
ま
す
。

学
校
給
食

｢

安
芸
高
田
市
学
校
給
食
検

討
会
議｣
の
答
申
を
受
け
、
検

討
を
進
め
て
い
る
全
校
完
全
学

校
給
食
の
実
現
は
、
保
育
所
、

幼
稚
園
及
び
小
・
中
学
校
の
給

食
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
統
一
と
、

給
食
衛
生
管
理
基
準
に
適
応
し

た
施
設
の
安
全
性
を
図
る
た
め
、

３
、
０
０
０
食
が
供
給
可
能
な

統
合
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整

備
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

な
お
、
施
設
統
合
後
の
給
食

費
は
、
共
同
化
に
よ
る
コ
ス
ト

縮
減
な
ど
を
反
映
さ
せ
、
保
護

者
負
担
の
軽
減
が
少
し
で
も
図

れ
る
よ
う
、
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

子
ど
も
の
医
療

乳
幼
児
医
療
で
は
、
こ
れ
ま

で
小
学
校
就
学
前
で
あ
っ
た
公

費
負
担
に
よ
る
助
成
を
、
平
成

21
年
度
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま

で
に
拡
充
し
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
母
体
や
胎
児
の
異
常
を

発
見
し
、
安
全
な
出
産
が
で
き

る
よ
う
受
診
す
る
妊
婦
一
般
健

診
の
公
費
助
成
も
、
平
成
21
年

度
か
ら
、
助
成
回
数
を
こ
れ
ま

で
の
５
回
か
ら
、
受
診
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
る
14
回
に
拡

大
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者(

長
寿)

医
療
制
度

後
期
高
齢
者

(

長
寿)

医
療

制
度
導
入
時
に
、
対
象
者
の
皆

さ
ん
か
ら
総
合
健
診
費
用
の
一

部
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年

度
か
ら
は
撤
廃
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

●
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想

本
市
の
高
齢
化
率
は
平
成
20

年
４
月
１
日
現
在
で
32
・
７
％

と
、
県
平
均
の
22
・
３
％
を
大

き
く
上
回
っ
て
お
り
、
今
後
と

も
上
昇
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
公

的
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
は
、
家
族
の
介
護
負
担
を
軽

減
さ
せ
る
も
の
で
、
今
後
も
一

層
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
本
市
の
よ
う
な
中

山
間
地
域
で
は
介
護
職
が
不
足

し
、
今
後
の
高
齢
者
の
増
加
に

対
応
が
で
き
な
い
状
況
も
予
想

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
公
的
サ
ー

ビ
ス
で
ま
か
な
え
な
い
き
め
細

や
か
な
支
援
を
行
う
に
は
、
家

族
を
は
じ
め
地
域
住
民
が
お
互

い
に
支
え
助
け
合
う
仕
組
み
が
、

高
齢
者
の
地
域
生
活
に
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
共
助

の
考
え
を
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
普
及
す
る
た
め

｢

市
民
総

ヘ
ル
パ
ー
構
想｣

を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
約
10
時
間
程
度

の
講
習
会
を
受
け
て
市
長
が
認

定
す
る

｢

市
民
介
護
サ
ポ
ー
タ

養
成
研
修｣

の
実
施
、
介
護
保

険
対
応
の
２
級
ヘ
ル
パ
ー
資
格

取
得
に
対
す
る
助
成
な
ど
、
３

年
間
で
約
１
、
５
０
０
人
を
目

標
に
介
護
知
識
・
技
術
を
習
得

し
た
方
を
養
成
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー

｢

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー｣

は
、
名
称
を｢

高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー｣

と
分
か
り
や
す
く
改

め
、
高
齢
者
の
方
を
対
象
と
し

た
介
護
予
防
事
業
や
、
相
談
事

業
な
ど
の
施
策
を
総
合
的
に
実

施
し
ま
す
。
要
支
援
１
・
２
と

認
定
さ
れ
た
方
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
作
成
も
あ
わ
せ
て
行
い
、
予

防
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進

に
努
め
ま
す
。

●
介
護
保
険
料

平
成
21
年
度
を
初
年
度
と
す

る
第
４
期
介
護
保
険
料
は
、
高

齢
者
の
負
担
率
の
見
直
し
や
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
伸
び
か
ら
推
計
す

る
と
、
概
ね
月
４
５
０
円
値
上

げ
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

今
般
の
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢

か
ら
、
高
齢
者
負
担
の
軽
減
の

た
め
、
現
行
の
保
険
料
の
基
準

額
を
向
こ
う
３
年
間
据
え
置
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

子
育
て
環
境
の
充
実

少
子
化
・
子
育
て
支
援
対
策

の
一
環
と
し
て
、
第
３
子
以
降

の
保
育
園
児
に
か
か
る
保
育
料

は
、
平
成
21
年
度
か
ら
無
料
と

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
少
子
化
傾
向
が
一
層

進
展
す
る
中
で
、
保
育
所
や
幼

稚
園
の
機
能
を
一
体
化
し
た
、

認
定
こ
ど
も
園
の
創
設
や
公
立

保
育
所
の
今
後
の
あ
り
方
を
、

｢

保
育
所
等
運
営
適
正
化
検
討

委
員
会｣

を
設
置
し
て
検
討
し

ま
す
。

24
時
間
保
育
は
、
現
在
、
次

世
代
育
成
支
援
事
業
の
見
直
し

を
行
う
た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
を

実
施
し
て
お
り
、
こ
の
調
査
で

の
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

真
に
求
め
ら
れ
る
施
策
の
展
開

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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が
原
資
。

●
市
債
…
公
共
施
設
な
ど
を
整
備
す

る
た
め
に
必
要
な
お
金
を
国
な
ど

か
ら
調
達
す
る
借
金
。

●
国
庫
支
出
金
…
市
が
行
な
う
仕
事

に
対
し
て
必
要
性
に
応
じ
て
国
か

ら
支
給
さ
れ
る
お
金
。

●
県
支
出
金
…
市
が
行
な
う
仕
事
に

対
し
て
必
要
性
に
応
じ
て
県
か
ら

支
給
さ
れ
る
お
金
。

●
地
方
消
費
税
交
付
金
…
消
費
税
の

５
分
の
１
が
県
と
市
町
村
に
交
付

さ
れ
る
。
交
付
額
は
、
人
口
と
従

業
者
数
を
基
準
に
配
分
。

【
歳
出
】

●
民
生
費
…
社
会
福
祉
、
身
体
障
害

者
、
高
齢
者
、
児
童
福
祉
な
ど
福

祉
の
全
般
的
な
経
費
。

●
公
債
費
…
市
が
借
り
た
お
金

(

借

金)

の
返
済
経
費
。

●
衛
生
費
…
保
健
事
業
に
関
係
す
る

経
費
、
環
境
に
関
す
る
経
費
。

●
総
務
費
…
企
画
、
財
政
、
電
算
処

理
、
税
の
賦
課
・
戸
籍
・
選
挙
な

ど
一
般
的
な
行
政
事
務
の
経
費
。

●
教
育
費
…
幼
稚
園
、
小
中
学
校
な

ど
教
育
に
関
係
す
る
経
費
と
生
涯

学
習
や
公
民
館
、
運
動
公
園
、
資

料
館
な
ど
の
経
費
。

●
土
木
費
…
道
路
や
河
川
、
公
営
住

宅
の
建
設
、
整
備
、
維
持
の
た
め

の
経
費
。

●
農
林
水
産
業
費
…
農
業
、
林
業
、

水
産
業
の
振
興
の
た
め
の
経
費
。

●
消
防
費
…

消
防
や
火
災
予
防
に

関
係
す
る
経
費
。

●
議
会
費
…
議
会
の
活
動
に
必
要
な

経
費
。

会 計 別 予 算

会 計 名 予 算 額
一 般 会 計 204億3,000万円
特 別 会 計 ( 合 計 ) 101億389万1千円
国民健康保険特別会計 35億4,576万円
老人保健特別会計 859万7千円
後期高齢者医療特別会計 3億9,786万5千円
介護保険特別会計 35億7,212万7千円
介護サービス特別会計 4,230万9千円
公共下水道事業特別会計 5億5,350万円
特定環境保全公共下
水道事業特別会計 7億896万7千円

農業集落排水事業特別会計 4億1,275万1千円
浄化槽整備事業特別会計 2億5,701万8千円
コミュニティ・プラン
ト整備事業特別会計 1,052万1千円

簡易水道事業特別会計 5億8,235万4千円
飲料水供給事業特別会計 1,212万2千円
合 計 305億3,389万1千円

企業会計
水 道 事 業 会 計 7億1,853万4千円

減)

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
増
額
の
主
な
要
因
は
、
し
尿
処
理
施
設

｢

安
芸

高
田
清
流
園｣

の
建
設
事
業
と
小
・
中
学
校
耐
震
化
事
業
の
増

加
で
す
。
ま
た
、
特
別
会
計
の
減
少
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
移
行
に
伴
う
老
人
保
健
特
別
会
計
の
大
幅
な
事
業
費
の

減
少
と
、
制
度
改
正
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
事
業

費
の
減
少
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
会
計
の

減
少
は
、｢

甲
立
浄
水
場
移
転
事
業｣

の
事
業
量
の
減
少
が
主

な
要
因
で
す
。

本
市
の
歳
入
の
中
で
、
最
も
大
き
な
財
源
で
あ
る
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
普
通
交
付
税
は
、
合
併
後
10
年
間
は
合
併
特
例
に

よ
り
加
算
措
置
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
合
併
11
年
目
の
平
成
26

年
度
か
ら
は
段
階
的
に
減
少
し
、
加
算
措
置
が
終
了
す
る
平
成

31
年
度
に
は
、
現
在
の
交
付
税
と
比
較
し
て
、
単
年
度
で
約
23

億
円
も
減
少
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
に
は
借
入
地
方
債
の
償
還
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
財
政
状
況
が
最
も
厳
し
い
こ
の
時
期
を
乗
り
切
る
た

め
に
は
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
断
行
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

6

用
語
解
説

●
実
質
公
債
費
比
率
…
公
債
費

(

借

金)

に
よ
る
財
政
負
担
の
程
度
を

示
す
も
の
。
比
率
が
18
％
以
上
に

な
る
と
、
新
た
に
地
方
債
を
借
り

入
れ
る
場
合
、
財
政
運
営
計
画
を

立
て
て
県
の
許
可
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

●
自
主
財
源
…
市
税
、
分
担
金
及
び

負
担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、

財
産
収
入
、
繰
入
金
、
諸
収
入
な

ど
、
自
主
的
に
収
入
す
る
財
源

●
依
存
財
源
…
地
方
交
付
税
、
市
債
、

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
地
方

譲
与
税
な
ど
、
自
主
財
源
以
外
の

収
入

【
歳
入
】

●
市
税
…
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
市

が
課
税
徴
収
す
る
税
金
。

●
分
担
金
及
び
負
担
金
…
保
育
料
や

特
定
の
事
業
に
対
す
る
収
入
。

●
使
用
料
及
び
手
数
料
…
市
が
管
理

し
て
い
る
施
設
を
利
用
す
る
際
の

お
金
や
、
市
が
行
う
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
際
の
お
金
な
ど
。

●
繰
入
金
…
資
金
運
用
の
方
法
と
し

て
特
別
会
計
、
企
業
会
計
、
基
金

か
ら
、
受
け
入
れ
る
と
き
の
収
入
。

●
諸
収
入
…
預
金
の
利
子
や
貸
付
金

に
対
す
る
償
還
金
な
ど
。

●
地
方
交
付
税
…
ど
の
ま
ち
で
も
一

定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ

う
に
市
町
村
間
の
財
政
力
の
差
を

な
く
す
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
。
所
得
税
、
酒
税
、
法
人

税
、
消
費
税
、
た
ば
こ
税
の
５
税

－Budget－

平成21年度

予 算
平成21年度の一般会計予算は､ 204億3,000
万円で､ 前年度予算と比べてみると14億
5,000万円の増額となりました｡

予
算
編
成
の
基
本
方
針

本
市
は
、
平
成
19
年
度
決
算
で
、
財
政
の
健
全
性
を
示
す
指

標
の
一
つ
で
あ
る

｢

実
質
公
債
費
比
率｣

が
19
・
２
％
に
上
昇

す
る
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。
そ
の
こ
と
を
十
分
勘
案
し

つ
つ
も
、
現
下
の
極
め
て
厳
し
い
雇
用
・
経
済
情
勢
に
対
し
、

市
と
し
て
早
急
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
21
年
度
予
算
は
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る

生
活
基
盤
の
整
備
を
は
じ
め
、
耐
震
化
対
策
な
ど
防
災
上
緊
急

を
要
す
る
事
業
、
子
育
て
支
援
対
策
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
、

障
害
者
支
援
対
策
、
定
住
促
進
対
策
な
ど
の
事
業
に
重
点
を
置

き
、
真
に
必
要
な
事
業
の
選
択
を
行
い
、
予
算
を
編
成
し
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
一
般
会
計
２
０
４
億
３
、
０
０
０
万
円

(

対
前

年
度
比
７
・
６
％
増)

、
12
の
特
別
会
計
は
合
計
１
０
１
億
３

８
９
万
１
千
円

(

対
前
年
度
比
９
・
８
％
減)

、
水
道
事
業
会

計
は
、
７
億
１
、
８
５
３
万
４
千
円

(

対
前
年
度
比
３
・
３
％
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� ������������������� �����������������
市内32の地域振興組織に助成�� �����������������������������
まちづくり委員会､ 小委員会の開催｡ 市民
フォーラム､ まちづくり講座の開催����������������������� ������������������� ������
各児童館・放課後児童クラブへ地上デジタ
ル放送対応テレビの購入�� �������������������
男女共同参画社会の形成のための推進審議
会の設置､ 男女共同参画都市宣言記念行事
の開催など������������������� ������������������
学校規模適正化委員会 (９名) を設置し､
学校規模適正化計画を策定�� �������������� �����
地方教育行政法の改正により､ 教育行政外
部評価委員会 (３名) を設置�� ��������������������
学校給食調理場などを再編し､ 安芸高田市
学校給食センターを整備�� ����������������������

吉田小､ 吉田中､ 向原中､ 甲田中体育館の
耐震補強工事�� �������� �����
向原図書館を改装し書架を増設�� ��������� �����
市内の不登校児童や生徒の学校復帰を支援�� ������������������
外国語指導助手の派遣�� �����������������
学校の創意工夫による特色ある教育活動を
支援�� ����������������� ���������
障害のある児童生徒の教育的ニーズに応え
る指導体制充実�� ���������������
学力検査実施, 複式学級への非常勤講師配
置など�� �� ������������ ���������
児童の学力を高めるため､ 授業中の学習及
び放課後の学習をサポートする ｢学習補助
員｣ を全小学校に配置�� ���������������
小・中学校に図書を整備�� ����������������
既存の２路線に加え､ 新たに美土里中 ｢朝
光寮｣ 廃止に伴う路線を追加運行�� �����������������
市内の小中学校に家庭教育支援員を配置し､
児童､ 生徒､ 保護者､ 学校への支援を行う�� ������������������ ���������
経済的な理由などにより就学が困難な児童
生徒への援助

�� ���������������
ニュージーランドやシンガポールとの市民・
青少年交流事業��������������������� ������������������
土師ダム周辺のスポーツ・レクリエーショ
ン施設(BMX､ グラウンドゴルフ､ アーチェ
リーなど)の再編整備事業

�� �������� �����
郡山城修景整備の一環として､ 遺跡の案内
看板などの設置�� �������������� ����
中国女子駅伝に参加するふるさと選手の招
聘費用を助成�� �������������� �������
総合型スポーツクラブへの育成助成�� �����������������
施設の維持管理及び文化センターでの芸能
鑑賞､ 映画上映､ 演劇公演､ 音楽鑑賞など
の事業実施�� �������������������������������
各種スポーツ教室, 大会などの開催｡ 体育
指導委員などの指導者育成

����������������
����������������
�����������������������������

�����������������������������������������������������������������������������������

����������������
�������������������������������������������

� ����������������
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�������������� �������������������
基幹集会所の維持管理及び活動拠点施設の
排水路新設､ 集会所の駐車場整備工事など�� ��������������������
小規模集会所設置補助(補助率1/2)����������������� �������� �����
結婚相談所の創設とコーディネーターによ
るお見合い支援､ 交流イベント等開催

�� ���������������������� �����
将来のブロードバンド化へ向けて調査研究
し､ 総合的な実施計画を策定�� ���������������
国道54号沿線活性化に向けた調査業務�� ��������������� �������
地上波デジタル放送共聴施設整備及び整備
助成(市所有施設改修工事３施設､ 地元所
有43施設整備助成)�� �������������� ������
安芸高田市公共交通協議会への補助�� ������������������������������
備北交通・広島電鉄・北広島町への生活バ
ス路線維持負担金｡ バス路線から離れた地

域の予約制乗合タクシー事業委託�� ����������������
地域高規格道路､ 東広島高田道路事業推進
費�� ��������������������
利用者増加に伴う､ 無線アクセス施設の拡
大改修整備�� ������������������
市道維持管理費 (除草､ 除雪､ すぐやる課
関係補修など)��������������� ���������������������
消防本部に高規格救急自動車を整備�� ������������������
消防無線デジタル方式移行にむけての電波
伝搬調査協議会負担金�� ��������� �����
消防庁舎の耐震調査業務�� �����������������
地域の拠点施設である基幹集会所へAED
(自動体外式除細動器)を設置�� �������������������
多治比川水系洪水ハザードマップ作成�� �����������������
移動系防災行政無線中継局(美土里町高城
山)､ 本庁固定局の設備更新と車載・携帯
無線機の整備�� ������������������
民間住宅の耐震診断及び耐震改修に対する
助成�� ������������������
雇用促進住宅 (吉田郡山宿舎) ３棟､ 80戸
の譲受

�� �������������� �������
地域内での自主防災組織設立補助､ 資機材
の購入補助�� �������� �������
葬斎場建設予定地の環境影響調査､ 用地測
量などの実施�� ���������������������
汚泥再生処理センター整備�� ���������������
緊急時の対応として､ 水防資機材､ 毛布､
簡易トイレ､ 備蓄食糧などの購入�� ����������������
若者住宅団地整備のため､ 現在空家となっ
ている老朽化住宅の解体除却及び跡地利用
計画業務�� ������������������
消防団配置の可搬ポンプ積載車の整備�� ��������������������������������
交通安全施設の設置工事など｡ 防犯灯の設
置助成､ 安全推進大会など｡ 耐震性貯水槽
の整備､ 消火栓の設置｡ 防災対策として図
上訓練の実施｡�� �������������������
市営住宅に火災報知器を設置�� �������� �������
市内に90基の浄化槽を整備

������������������������
�����������������������������������������

�������������������������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������

� �������������� 主要事業
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� �������� �� ����������� �������
ブランド米の戦略展開､ 野菜の生産拡大を
推進すると共に､ 地元食材の利用促進のた
めの行動計画を策定�� �� ���������������
林道天王山線開設､ 入江戸島線調査業務と
作業道開設への助成�� �����������������
地産地消推進の条件整備として､ 共同利用
の高性能農業機械導入 (そば用汎用コンバ
イン､ 黒米用自脱型コンバイン)�� ���������������
雇用の維持を図っている市内企業と能力開
発を図る市民に対し､ 指定する機関での研
修の受講料助成�� �������������������
地域が実施する農道などの整備へ助成�� �������������������
有害鳥獣捕獲などに係る委託経費と防護柵
設置助成�� ������������������
環境貢献林と里山林の整備事業を実施�� ���������������
地元企業の意見を集約するとともに､ Ｕター
ン希望者への雇用情報の提供を行い､ 企業
の活性化を図る�� ������������������
農業施設整備事業 (農道舗装)�� �����������������
ほ場整備事業(桂地区・深瀬地区)と新規採
択要望計画書作成 (桑田地区・下甲立地区)�� ���������������������
中山間地域の農地保全と集落営農推進のた
めの支援

�� ��������� �����
担い手育成のため､ 農業制度資金借入額の
10%を助成�� ������������������
集落営農組織の設立と共同利用機械などの
導入経費を助成�� ���������������������
経営体育成基盤整備事業実施地区に､ 事業
費の２%以内の促進費を交付�� �������������������
商工業振興のための支援費�� ��������������� ���������
市のイベントや観光スポットなどを総合的
にＰＲするための事業������������� ��������������� �����
市外小学生を対象にした市内農家での宿泊
体験交流活動の計画策定業務など�� ��������������������� ����
県立広島大学と連携して､ 神楽をテーマに
した市の地域振興方策を導き出すための共
同研究

�� ���������������
旧町単位の各地域の祭りに対する助成�� ������������������
安芸高田花火大会実行委員会への花火大会
助成

�����������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������
������������������

� ���������������������� ����������������� ���������
４年に１回開催される市と県のポンプ
操法大会に関する消防団員の訓練など
の費用弁償

�� ����������������� �������
神楽門前湯治村の ｢経営改革プラン｣
を策定�� ������������������
平常時や災害時に､ 道路状況を把握す
るためのパトロール車の導入�� �������������������
行政評価システムの本格導入に伴う構
築経費�� �����������������������������
滞納整理事務に係る人的負担金�� �����������������
人事評価システムの構築｡ 管理職の人
事評価を試行�� �����������������
H20年度決算に基づく連結財務諸表整備�� �����������������
施設の指定管理及び外郭団体の運営補
助に係る経費�� ��������������
地籍調査費, 法務局地図修正業務など

�����
������������������������������������������������������

� ������
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������������������ ����������������� ���������
講演会や研修会などの開催｡ 市内5か所の
人権会館管理運営経費���������� �� ����������������������� ���������
乳幼児の医療費負担への助成を､ 現在の就
学前から小学６年生までに拡充

�� �������������������
各支所へ保健推進員を配置�� ��������������������
住民の主体的な健康づくりのため健康診査
や運動教室､ 指導などを含めた支援及び啓
発事業�� ���������������������
メタボリックシンドロームを対象にした事
業で､ 40歳から74歳の保険加入者を対象に
して健診､ 保健指導などの実施�� ��������������������
妊婦一般健診の公費負担を現行の5回から1
4回に拡充�� ������� �����
出産育児一時金を35万円から38万円へ増額�� �������������

� �������
救急医療機関の休日・夜間帯での救急患者
対応に係る医師人件費の負担金�� ��������������������
重度心身障害者､ ひとり親家庭などの医療
費の一部を負担��������������� �������������������
障害のある児童が特別支援学校からの帰宅
後や長期休暇時を健全に過ごすための支援�� �� ����������������
地域の互助を推進するため､ 市民に広く介
護技術・介護知識の普及を図り､ 地域全体
の介護力の向上を図る事業� �� �����������
市の指定講習を受講した方を市長が認定す
る市民介護サポーターとし､ それらを養成
する事業� �� ��������
２級ホームヘルパー資格取得講座受講費の
助成� �� ������������
吉田高校ホームヘルプ支援 (ヘルパー研修
講師派遣､ 介護機器購入助成)� �� ���������
要介護者の家族が介護方法や介護予防､ 介
護者の健康づくり等の知識・技術などを習
得するための事業�� �������������������� �����
在宅で介護する家族のリフレッシュ事業�� ��������������� �����������
介護予防・包括的支援・任意事業実施�� �����������������
要支援１・２の被保険者のケアマネジメン
トの実施�� ���������������������

家庭児童相談員・母子自立支援員による子
育て総合相談､ ファミリーサポート事業な
どの実施�� �������������� ���������
児童館３施設及び放課後児童クラブ10施設
の運営�� ������ ���������
高齢者の社会参加の推進と健康増進を図る
ための地域生活支援サービス, いきがい対
策事業の実施�� ���������������������
生活扶助, 住宅扶助などの各扶助事業�� ������������������������
障害者の自立を支援するため､ 施設での訓
練などを実施�������� �����������������
不法投棄防止のため監視カメラを設置�� �������������� �����
生ゴミ処理機購入への補助�� �������������������
環境基本条例制定､ 環境基本計画策定に向
けての環境審議会の設置�� �� �������������������������
資源ごみ回収団体へのリサイクル補助単価
を, １キロあたり４円から10円に改定

������
����

�������������������������������������

������������������������
����������������������������

��������������������������������������������������������

� �������������� 主要事業



す
る
た
め
、
各
地
域
と
吉
田
地
域
と
を

結
ぶ
乗
り
物
を
運
行
し
ま
す
。

利
用
者
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
最
寄
り

の
バ
ス
停
で
乗
降
を
行
い
ま
す
。

昼
間
の
運
行

(

デ
マ
ン
ド
運
行)

午
前
８
時
30
分
ご
ろ
か
ら
午
後
３
時

30
分
ご
ろ
ま
で
の
時
間
帯
に
、
高
齢
者

を
主
な
対
象
と
し
て
、
家
か
ら
目
的
地

ま
で
を
結
ぶ
予
約
制
の
乗
り
合
い
ワ
ゴ

ン
車
の
運
行
を
行
い
ま
す
。
運
行
時
間

は
地
域
と
吉
田
地
域
間
を
概
ね
１
時
間

以
内
で
結
び
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
最
初
に
利

用
登
録
を
行
い
ま
す
。
登
録
完
了
後
、

利
用
し
た
い
日
に
、
予
約
セ
ン
タ
ー
に

予
約
を
行
い
ま
す
。
予
約
し
た
時
間
帯

の
車
両
が
家
の
前
ま
で
や
っ
て
き
て
、

目
的
地
ま
で
運
ん
で
く
れ
ま
す
。

市
で
は
予
約
受
付
の
一
括
集
中
管
理

を
行
う
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
予
約
受
付
セ
ン
タ
ー

と
な
る
予
定
の(

財)

安
芸
高
田
市
地

域
振
興
事
業
団
に
設
置
し
ま
す
。

智
教
寺
・
川
根
地
域
で
の
運
行

美
土
里
町
智
教
寺
地
域
と
高
宮
町
川

根
地
域
で
、
こ
れ
ま
で
個
人
委
託
で
あ
っ

た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
へ
き
地
患
者
輸
送

の
業
務
を
地
域
振
興
会
等
に
委
託
し
て
、

こ
れ
ら
の
役
割
に
併
せ
、
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
運
行
体
系
の
構
築
に
取
り
組

み
ま
す
。

新
体
系
へ
の
移
行

新
し
い
公
共
交
通
体
系
は
、
市
北
部

方
面
で
あ
る
美
土
里
と
高
宮
地
域
か
ら

の
導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
２

地
域
は
、
市
内
で
も
高
齢
化
率
が
高
く
、

各
調
査
で
も
公
共
交
通
に
対
す
る
満
足

度
が
低
か
っ
た
地
域
で
し
た
。
こ
の
２

地
域
か
ら
段
階
的
に
市
全
域
に
広
げ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

新
体
系
へ
の
移
行
の
イ
メ
ー
ジ

平
成
21
年
４
月
〜

【
市
内
全
域
】

従
来
ど
お
り

広
島
電
鉄
・
備
北
交
通
・
北
広
島
町

営
の
バ
ス
・
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

運
行

平
成
21
年
10
月
〜

【
美
土
里
・
高
宮
方
面
】

朝
・
夕

備
北
交
通
バ
ス
運
行

昼

間

デ
マ
ン
ド
運
行

【
そ
の
他
の
地
域
】

従
来
ど
お
り

広
島
電
鉄
・
備
北
交
通
・
北
広
島
町

営
の
バ
ス
・
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

運
行

新
体
系
へ
の
完
全
移
行
後

【
市
内
全
域
】

朝
・
夕

定
期
的
な
バ
ス
運
行

昼

間

デ
マ
ン
ド
運
行

※
新
体
系
導
入
時
に
は
現
行
の
予
約
乗

合
タ
ク
シ
ー
制
度
は
、
デ
マ
ン
ド
運

行
へ
と
切
り
替
わ
り
ま
す
。

※
市
域
を
ま
た
ぐ
広
域
的
な
バ
ス
路
線

は
、
維
持
を
し
て
い
く
よ
う
に
協
議

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

４
月
１
日
か
ら
備
北
交
通

バ
ス
ダ
イ
ヤ
が
一
部
変
わ
り
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
備
北
交
通
の
バ
ス
ダ

イ
ヤ
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

■
美
土
里
線

・
午
後
１
時
か
ら
２
時
代
に
生
桑
・
北
・

本
郷
方
面
に
向
け
て
吉
田
を
出
発
す

る
便
が
運
行
し
ま
す
。

・
３
時
代
に
生
桑
・
北
・
本
郷
・
横
田

方
面
に
向
け
て
美
土
里
支
所
か
ら
出

発
し
て
い
た
便
が
水
曜
日
の
み
の
運

行
に
な
り
ま
す
。

■
高
宮
甲
田
線

・
Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
い
、

始
発
の
川
根
農
協
発
吉
田
行
き
、
高

宮
支
所
発
船
佐
駅
行
き
の
時
間
を
変

更
し
ま
す
。
ま
た
、
８
時
代
の
Ｊ
Ｒ

三
江
線
と
連
結
す
る
よ
う
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ダ
イ
ヤ
を
変
更
、
運
行
し
ま

す
。

・
午
後
１
時
か
ら
２
時
台
に
川
根
・
船

木
方
面
に
向
け
て
吉
田
を
出
発
す
る

便
が
運
行
し
ま
す
。

・
３
時
台
に
甲
立
小
学
校
か
ら
浅
塚
・

糘
地
を
経
由
し
て
、
川
根
・
船
木
方

面
に
出
発
し
て
い
た
便
が
水
曜
日
の

み
の
運
行
に
な
り
ま
す
。

■
向
原
線

・
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
と
の
乗
り
継
ぎ
の
利
便

性
を
高
め
る
た
め
、
一
部
の
ダ
イ
ヤ

を
変
更
し
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
ダ
イ
ヤ
は
最
寄
り
の
バ

ス
停
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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新たな交通体系の全体像 (昼)

現
在
の
公
共
交
通
の
課
題

各
調
査
か
ら
高
齢
者
の
バ
ス
利
用
に

は
、
大
き
く
３
つ
の
課
題
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

１

生
活
圏
と
バ
ス
運
行
の
方
向
が
一

致
し
て
お
ら
ず
、
目
的
地
に
行
け
な

い
地
域
が
あ
る
。

２

午
後
２
時
ご
ろ
に
吉
田
地
域
か
ら

帰
る
便
や
、
利
用
し
や
す
い
Ｊ
Ｒ
便

に
連
結
す
る
バ
ス
が
な
い
な
ど
、
必

要
な
時
間
帯
の
運
行
が
な
い
。

３

バ
ス
停
ま
で
足
が
痛
く
て
行
け
な

い
こ
と
や
、
乗
り
降
り
に
不
安
が
あ

る
こ
と
な
ど
の
身
体
的
な
課
題
が
あ

る
。

そ
の
他
、
現
在
の
公
共
交
通
の
課
題

や
要
望
な
ど
を
乗
り
物
ご
と
に
整
理
し

て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

乗
合
バ
ス
に
対
す
る
課
題
や
要
望

○
朝
夕
の
通
学
や
通
勤
の
時
間
帯
に
は
、

一
定
の
人
数
を
同
時
に
運
ぶ
大
き
さ

の
乗
り
物
が
必
要
で
あ
る

○
低
床
に
対
す
る
改
善
要
望
が
多
い

○
乗
客
の
少
な
い
時
間
帯
は
小
型
車
両

の
導
入
を
希
望
す
る
声
が
多
い

予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
対
す
る
課
題
や

要
望

○
対
象
エ
リ
ア
の
拡
大
要
望
が
あ
る

○
目
的
地
や
ル
ー
ト
の
改
善
要
望
が
多

い
○
運
行
回
数
の
充
実
に
対
す
る
要
望
が

あ
る

公
共
交
通
の
将
来
像

朝
・
夕
と
昼
間
で
は
利
用
者
も
利
用

目
的
も
異
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
課
題
や
要
望
を
解
決
・
改
善
さ

せ
る
た
め
に
は
、
２
つ
の
運
行
形
態
を

組
み
合
わ
せ
て
い
く
の
が
最
適
で
は
な

い
か
と
結
論
を
出
し
、
複
合
的
な
交
通

体
系
の
構
築
を
目
指
し
ま
し
た
。

朝
・
夕
の
時
間
帯

現
行
の
バ
ス
と
同
じ
路
線
を
、
定
期

的
に
バ
ス
な
ど
が
運
行
を
行
い
ま
す
。

昼
間
の
時
間
帯

利
用
予
約
を
行
っ
た
利
用
者
の
家
を

回
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
ま
で
を
運

行
す
る
予
約
乗
合
制
の
乗
り
物(

デ
マ

ン
ド
運
行)

を
導
入
し
ま
す
。

１
日
の
公
共
交
通
を
、
こ
の
２
つ
の

運
行
形
態
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利

用
者
に
と
っ
て
満
足
度
の
高
い
公
共
交

通
体
系
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
地
理
的
に
公
共
交
通
の
乗
り

入
れ
が
難
し
い
、
美
土
里
町
智
教
寺
地

域
と
高
宮
町
川
根
地
域
で
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
力
を
借
り
て
自
主
運
行
の
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

将
来
像
の
実
現
に
む
け
た
取
り
組
み

朝
・
夕
の
運
行(

定
期
的
な
バ
ス
運
行)

午
前
７
時
か
ら
８
時
ご
ろ
、
ま
た
、

午
後
４
時
か
ら
午
後
７
時
ご
ろ
の
時
間

帯
に
、
遠
距
離
通
学
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
児
童
・
生
徒
た
ち
の
朝
・
夕
の

通
学
や
、
通
勤
者
の
移
動
手
段
を
確
保

12

新たな交通体系の全体像 (朝・夕) 公
共
交
通
の
将
来
像
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

３
月
12
日
に
、
第
５
回
目
と
な
る
安
芸
高
田
市
公
共
交
通
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
安
芸
高
田
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
の
策
定
に
伴
う
取
り
ま

と
め
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
年
間
に
わ
た
る
各
種
調
査
や
協
議
の
結

果
、
安
芸
高
田
市
の
公
共
交
通
の
将
来
像
が
も
り
こ
ま
れ
た
計
画
書
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。
計
画
書
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。



中�
克
則

(

高
宮
第
１
分
団
団
員)

小
丸

敏
幸

(

高
宮
第
２
分
団
団
員)

川
上

雅
則

(

高
宮
第
２
分
団
団
員)

森
川

純
三

(

高
宮
第
３
分
団
団
員)

大
番

太

(

高
宮
第
５
分
団
班
長)

上
本

俊
介

(

高
宮
第
６
分
団
団
員)

塩
田

崇

(

甲
田
機
動
隊
副
分
団
長)

國
広

正
義

(

甲
田
第
１
分
団
団
員)

北
森

一
平

(

甲
田
第
４
分
団
班
長)

廣
兼

祥
喜

(

甲
田
第
４
分
団
団
員)

惣
藤

慎
悟

(

甲
田
第
７
分
団
団
員)

玉
井

郁
生

(

甲
田
第
７
分
団
団
員)

●
10
年
以
上
勤
続
章

村
田

栄
二

(

吉
田
機
動
分
団
団
員)

石
飛

慶
久

(

吉
田
機
動
分
団
団
員)

山
本

泰
生

(

吉
田
第
１
分
団
団
員)

山
根

孝
幸

(

吉
田
第
２
分
団
団
員)

西
山

勇
児

(

吉
田
第
３
分
団
団
員)

坂
井
原

剛

(

吉
田
第
４
分
団
団
員)

篠
田

信
宏

(

吉
田
第
８
分
団
団
員)

児
玉

孝
治

(

八
千
代
第
１
分
団
団
員)

細
田

健
志

(

八
千
代
第
１
分
団
団
員)

天
清

英
幹

(

八
千
代
第
２
分
団
団
員)

藤
安

功

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

大
道

義
明

(

美
土
里
第
４
分
団
団
員)

倉
谷

昌
司

(

高
宮
第
１
分
団
団
員)

信
藤

清

(

高
宮
第
２
分
団
部
長)

伊
藤

武
宏

(

高
宮
第
２
分
団
団
員)

上
田

祐
己

(

高
宮
第
３
分
団
団
員)

中
田

哲
義

(

高
宮
第
３
分
団
団
員)

宮
田

保
男

(

高
宮
第
３
分
団
団
員)

山
光

晃
也

(

高
宮
第
３
分
団
団
員)

河
野

典
史

(

高
宮
第
４
分
団
団
員)

吉
川

修

(

高
宮
第
５
分
団
団
員)

積
山

洋
樹

(

甲
田
機
動
隊
団
員)

村
上

長
司

(

甲
田
第
２
分
団
団
員)

浅
海

康
弘

(

甲
田
第
４
分
団
団
員)

神
川

正
文

(

甲
田
第
５
分
団
団
員)

高
塚

隆
二

(

甲
田
第
７
分
団
団
員)

安
田

勝
明

(

向
原
第
２
分
団
団
員)

國
岡

浩
祐

(

向
原
第
３
分
団
団
員)

岡
田

俊
巳

(

元
高
宮
第
５
分
団
団
員)

山
中

祥
生

(

元
甲
田
第
２
分
団
団
員)

【
安
芸
高
田
市
消
防
団
長
表
彰
】

(

平
成
21
年
１
月
１
日)

●
５
年
以
上
勤
続
章

増
本

和
之

(

吉
田
第
５
分
団
団
員)

竹
内

隆
訓

(

吉
田
第
５
分
団
団
員)

足
助

真

(

吉
田
第
５
分
団
団
員)

上
田
誉
志
彦

(

吉
田
第
５
分
団
団
員)

井
上

元
宏

(

吉
田
第
６
分
団
団
員)

河
重

貴
宗

(

吉
田
第
８
分
団
団
員)

山
本

智
規

(

八
千
代
第
１
分
団
団
員)

上
岡

陽
介

(

八
千
代
第
１
分
団
団
員)

岡
田

浩
徳

(

八
千
代
第
４
分
団
部
長)

三
上

寿
和

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

立
川

和
彦

(

美
土
里
第
２
分
団
団
員)

佐
々
木
英
教

(

美
土
里
第
２
分
団
団
員)

河
野

哲
夫

(

美
土
里
第
２
分
団
団
員)

岸
本

忠
孝

(

美
土
里
第
３
分
団
団
員)

近
永

仁
司

(

美
土
里
第
３
分
団
団
員)

児
島

賢
治

(

美
土
里
第
３
分
団
団
員)

権
軒

和
広

(

美
土
里
第
３
分
団
団
員)

杉
原

宏
幸

(

美
土
里
第
４
分
団
団
員)

香
川

研
二

(

美
土
里
第
４
分
団
団
員)

栗
田

浩
次

(

美
土
里
第
４
分
団
団
員)

神
岡

和
弘

(

美
土
里
第
４
分
団
団
員)

武
田

薫

(

高
宮
機
動
隊
団
員)

前
岡

琢
也

(

高
宮
機
動
隊
団
員)

原
田

由
史

(

高
宮
機
動
隊
団
員)

山
田

直
幸

(

高
宮
第
１
分
団
団
員)

関
岡

克
哉

(

高
宮
第
３
分
団
団
員)

金
山

洋
介

(

甲
田
機
動
隊
団
員)

岡
部

一
典

(

甲
田
第
３
分
団
団
員)

小
野

浩
佳

(

甲
田
第
４
分
団
団
員)

石
田

悟

(

甲
田
第
４
分
団
団
員)

大
前

浩
介

(

甲
田
第
４
分
団
団
員)

藤
永

大
樹

(

甲
田
第
４
分
団
団
員)

政
宗

孝
広

(

甲
田
第
５
分
団
団
員)

山
本

裕
貴

(

向
原
機
動
隊
団
員)

世
羅

康
和

(

向
原
機
動
隊
団
員)

川
崎

智
良

(

向
原
第
１
分
団
団
員)

大
下

幹
成

(

向
原
第
１
分
団
団
員)

小
野

哲
司

(

向
原
第
１
分
団
団
員)

有
政

英
治

(

向
原
第
２
分
団
団
員)

後

秀
和

(

向
原
第
２
分
団
団
員)

小
畠

清
昭

(

向
原
第
２
分
団
団
員)

橋
本

浩
次

(

向
原
第
３
分
団
団
員)

藤
原

孝
泰

(

向
原
第
３
分
団
団
員)

高
橋

秀
尚

(

向
原
第
３
分
団
団
員)

表
彰
状
受
章
者
披
露

【
広
島
県
消
防
協
会
長
感
謝
状
】

(

平
成
20
年
10
月
24
日
受
章)

●
特
別
功
績
章

金
山

幸
治

(

本
部
副
団
長)

金
田

洋
幸

(

吉
田
機
動
分
団
分
団
長)

【
広
島
県
知
事
表
彰
】

(

平
成
20
年
10
月
24
日
受
章)

●
永
年
勤
続
優
良
消
防
団
員

石
神

博

(

本
部
副
団
長)

宮
岡

泰
之

(

本
部
副
団
長)

幸
部

和
則

(

本
部
分
団
長)

津
田

隆
弘

(

美
土
里
第
１
分
団
分
団
長)

山
本

由
文

(

美
土
里
第
２
分
団
団
員)

佐
々
木
富
男

(
向
原
第
４
分
団
分
団
長)

大
下

正
幸

(
元
本
部
分
団
長)

感
謝
状
贈
呈

【
団
長
感
謝
状
】

(

平
成
20
年
２
月
29
日
退
団
者)

田
村

昌
三

(

元
高
宮
第
６
分
団
団
員)

(

平
成
20
年
12
月
31
日
退
団
者)

中
川

美
則

(

元
本
部
副
団
長)

大
下

正
幸

(

元
本
部
分
団
長)

朝
胡

昌
宏

(

元
吉
田
第
１
分
団
副
分
団
長)

中
重

孝
洋

(

元
吉
田
第
１
分
団
団
員)

溝
下

道
夫

(

元
吉
田
第
２
分
団
分
団
長)

平
岡

紀
央

(

元
吉
田
第
２
分
団
団
員)

三
佐
々
川
将
太

(

元
吉
田
第
２
分
団
団
員)

藤
城

久
登

(

元
吉
田
第
８
分
団
団
員)

倉
本

博
史

(

元
八
千
代
第
２
分
団
団
員)

大�
博
文

(

元
八
千
代
第
４
分
団
副
分
団
長)

出
原

雅
和

(

元
美
土
里
第
３
分
団
団
員)

吉
岡

正
典

(

元
高
宮
機
動
隊
団
員)

中
島

晃

(

元
高
宮
第
４
分
団
分
団
長)

岡
田

俊
巳

(

元
高
宮
第
５
分
団
団
員)

重
永

充
浩

(

元
甲
田
第
１
分
団
分
団
長)

山
中

祥
生

(

元
甲
田
第
２
分
団
団
員)

下
田

智

(

元
甲
田
第
７
分
団
団
員)

古
満

秀
幸

(

元
向
原
第
３
分
団
団
員)

(

平
成
21
年
１
月
９
日
退
団
者)

村
田

準
一

(

元
吉
田
機
動
分
団
団
員)
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表
彰
状
授
与

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

(

平
成
21
年
２
月
13
日)

●
功
績
章

佐
々
木

学

(

本
部
副
団
長)

●
精
績
章

松
本

英
治

(

本
部
副
団
長)

山
本

浩
司

(

本
部
副
団
長)

●
30
年
以
上
勤
続
章

佐
々
木

勉

(

本
部
副
団
長)

境
江

芳
暢

(

本
部
分
団
長)

堤
中

孝
治

(

吉
田
第
１
分
団
団
員)

西
本

良
基

(

美
土
里
第
３
分
団
分
団
長)

佐
島

雅
彦

(

美
土
里
第
４
分
団
団
員)

行
竹

眞
悟

(

甲
田
機
動
隊
分
団
長)

水
野
俊
太
郎

(

甲
田
第
４
分
団
団
員)

石
見

正
志

(

向
原
第
１
分
団
分
団
長)

【
広
島
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

(

平
成
21
年
１
月
１
日)

●
功
績
章

吉
村
美
智
夫

(

本
部
分
団
長)

的
場

巌

(

美
土
里
第
４
分
団
分
団
長)

佐
々
木
富
男

(

向
原
第
４
分
団
分
団
長)

大
下

正
幸

(

元
本
部
分
団
長)

●
25
年
以
上
勤
続
章

黄
幡

伸
治

(

本
部
分
団
長)

出
藤

浩
義

(

吉
田
第
３
分
団
団
員)

谷
野

昌
悟

(

吉
田
第
４
分
団
分
団
長)

青
杉

勝
利

(
吉
田
第
４
分
団
団
員)

大
岡

義
弘

(
吉
田
第
５
分
団
団
員)

大
瀬
音
正
光

(

吉
田
第
８
分
団
団
員)

山
岡

治

(

美
土
里
第
１
分
団
部
長)

新
宅

秋
博

(

美
土
里
第
１
分
団
班
長)

岡
川

元
春

(

美
土
里
第
１
分
団
班
長)

下
原

秀
人

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

橘

公
一

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

上
川

勇
二

(

美
土
里
第
４
分
団
副
分
団
長)

山
縣

義
雄

(

高
宮
第
１
分
団
団
員)

瀬
沢

唯
見

(

高
宮
第
５
分
団
副
分
団
長)

上
迫

幸
三

(

高
宮
第
６
分
団
団
員)

井
上

訓
昭

(

向
原
第
４
分
団
団
員)

●
20
年
以
上
勤
続
章

吉
村
美
智
夫

(

本
部
分
団
長)

坂
田

和
也

(

吉
田
機
動
分
団
団
員)

升
田

宏
之

(

吉
田
第
７
分
団
団
員)

吉
村

正
孔

(

吉
田
第
７
分
団
団
員)

中
束

良
創

(

吉
田
第
８
分
団
班
長)

新
田

政
浩

(

八
千
代
第
２
分
団
副
分
団
長)

田
丸

和
彦

(

八
千
代
第
３
分
団
班
長)

藤
安

晋
治

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

佐
々
木
利
典

(

美
土
里
第
２
分
団
班
長)

佐
々
木

惇

(

美
土
里
第
２
分
団
団
員)

八
島

芳
樹

(

高
宮
機
動
隊
副
分
団
長)

岩
崎

猛

(

高
宮
第
２
分
団
班
長)

中
野

浩
明

(

高
宮
第
４
分
団
部
長)

垰

雅
和

(

甲
田
第
４
分
団
分
団
長)

新
田

法
明

(

甲
田
第
７
分
団
副
分
団
長)

横
山

敏
秋

(

向
原
機
動
隊
団
員)

柿
林

浩
次

(

向
原
第
３
分
団
部
長)

佐
々
木
浩
人

(

向
原
第
４
分
団
団
員)

吉
岡

正
典

(

元
高
宮
機
動
隊
団
員)

●
15
年
以
上
勤
続
章

久
光

正
士

(

吉
田
機
動
分
団
団
員)

矢
賀
谷
一
明

(

吉
田
第
１
分
団
団
員)

吉
見

克
彦

(

吉
田
第
２
分
団
分
団
長)

瀬
戸

豊
昭

(

吉
田
第
３
分
団
団
員)

土
河

昌
司

(

吉
田
第
３
分
団
団
員)

平
川

隆
浩

(

吉
田
第
３
分
団
団
員)

舩
津

義
隆

(

吉
田
第
４
分
団
団
員)

森
新

孝
則

(

吉
田
第
５
分
団
班
長)

谷
本

浩
三

(

吉
田
第
６
分
団
団
員)

久
城

祐
二

(

吉
田
第
７
分
団
班
長)

黒
田

伸
和

(

八
千
代
第
１
分
団
団
員)

深
田

泰
正

(

八
千
代
第
４
分
団
団
員)

織
田

明
彦

(

美
土
里
第
２
分
団
班
長)

高
廣

明
雄

(
美
土
里
第
３
分
団
班
長)

山
岡
佐
智
雄

(

美
土
里
第
３
分
団
団
員)

道
林

順
二

(

美
土
里
第
４
分
団
団
員)

小
川

和
幸

(

高
宮
第
１
分
団
団
員)

吉
岡

琢

(

高
宮
第
２
分
団
団
員)

岡
田

雅
彦

(

高
宮
第
２
分
団
団
員)

井
上

英
樹

(

高
宮
第
６
分
団
団
員)

福
田

拓
行

(

高
宮
第
６
分
団
団
員)

桑
名

聡

(

高
宮
第
６
分
団
団
員)

前

寿
成

(

甲
田
機
動
隊
班
長)

土
井
実
貴
男

(

甲
田
機
動
隊
班
長)

谷
本

隆
博

(

甲
田
第
５
分
団
団
員)

下
小
城
和
浩

(

甲
田
第
６
分
団
班
長)

三
宅

芳
弘

(

向
原
機
動
隊
班
長)

岡
田

和
之

(

向
原
機
動
隊
団
員)

槙
原

秀
一

(

向
原
機
動
隊
団
員)

山
崎

勝
宏

(

向
原
第
１
分
団
団
員)

大�
健
治

(

向
原
第
２
分
団
部
長)

益
原

秀
文

(

向
原
第
３
分
団
団
員)

佐
々
木

宏

(

向
原
第
４
分
団
団
員)

中
重

孝
洋

(

元
吉
田
第
１
分
団
団
員)

【
広
島
県
消
防
協
会
安
芸
高
田
支
部
長
表
彰
】

(

平
成
21
年
１
月
１
日)

●
功
績
章

田
部

克
行

(

吉
田
機
動
分
団
団
員)

堤
中

史
隆

(

吉
田
第
３
分
団
団
員)

前
重

昌
敬

(

吉
田
第
６
分
団
団
員)

田
中

良
弘

(

八
千
代
第
１
分
団
団
員)

磯
部

誠

(

八
千
代
第
２
分
団
団
員)

田
村

紀
貴

(

八
千
代
第
２
分
団
団
員)

上
岡

洋
平

(

八
千
代
第
２
分
団
団
員)

藤
井

正
三

(

八
千
代
第
３
分
団
団
員)

松
本

誠

(

八
千
代
第
３
分
団
団
員)

溝
本

郁
夫

(

美
土
里
第
１
分
団
団
員)

小
櫻

静
樹

(

美
土
里
第
３
分
団
団
員)

平
野

聡

(

美
土
里
第
４
分
団
団
員)

山
田

浩

(

美
土
里
第
４
分
団
団
員)

�
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安
芸
高
田
市

消
防
出
初
式

３
月
１
日

(

日)
安
芸
高
田
消
防
へ
リ
ポ
ー
ト
で
、
安
芸
高
田
市
消
防
出
初
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
や
消
防
署
員
４
７
０
名
に
よ
る
部
隊
入
場
行
進
の
ほ
か
、
展

示
訓
練
で
は
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
応
急
手
当
・
応
急
担
架
搬
送
が
行
わ
れ
、
自

主
防
災
会
に
よ
る
救
出
・
搬
送
・
初
期
消
火
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
の
功
績
が
あ
っ
た
団
員
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。



１日中神楽を楽しんだ
第２回三矢の里神楽共演大会
３月15日 (日) 吉田運動公園で､ 第２回三矢の里神楽共演
大会が行われました｡ 安芸高田市はもとより､ 北広島町､ 安
芸太田町､ 島根県浜田市から12神楽団が出演されました｡ 神
楽は夜まで上演され､ 会場を埋め尽くした観客は演目が終わ
るたびに､ 大きな拍手を送っていました｡ 会場の外では振興
会によるバザーが出店され､ お楽しみ抽選会も行われるなど､
観客の皆さんは１日中楽しまれていました｡

仕事と家族と趣味を大事に
高橋英樹講演会 ｢桃太郎､ 芸能人生を語る｣
３月７日 (土) 甲田文化センターミューズで､ 俳優の高橋
英樹さんを迎えて､ 平成20年度安芸高田市文化講演会が開催
されました｡ 俳優になることをあきらめさせるために､ 父親
が送った日活ニューフェースの応募に見事合格し､ 芸能人生
が始まりました｡ 芸能界の先輩に助けられてきたことや､ 足
が短いことから､ 着物を着る役にめぐり合えたことなど､ た
くさんの笑いを交えて話されました｡ ｢仕事と家族を大事に
し､ 趣味を大事にすることで人生が楽しくなる｣ と話され､
桃太郎侍のきめ台詞なども披露され､ サービスいっぱいの講
演に約500人の観客からは大きな拍手が送られていました｡
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自分に合ったリラックス法でストレス解消
こころの健康づくり講演会
３月11日 (水) 安芸高田市中央保健センターで､ こころの
健康づくり講演会が行われました｡ 講師に､ 心理相談員の花
田ひな子さんを迎えて､ ストレスとうまく付き合う方法など
が話されました｡ ｢眠れない・だるい・食欲がない状態が1週
間続いたら､ 早めに専門家に相談を｡ 日ごろから家族や友人
と声を掛け合い､ 変化に早めに気づくことが重要です｣ など
と話され､ リラックスする方法として､ 軽い運動や湯船への
入浴､ 笑うことなどが勧められました｡ この笑うことを実践
するため､ 隣に座った人と褒めあう時間が設けられ､ 約90人
の参加者からは笑い声があふれていました｡

"個"として尊重される社会であってほしい
人権講演会
２月22日 (日) 向原若者センターで､ 人権講演会が開催さ
れました｡ 講師にノンフィクション作家の吉永みち子さんを
迎え ｢自分らしく生きる｣ と題して講演をされました｡ 競馬
専門紙の記者になった当時のエピソードを交えて話され､
｢日本では長い間､ 個人としてではなく､ 男性､ 女性という
役割分担が尊重され､ 男女の生き方が固定化されてきました｡
『自分らしく生きる』 ということは､ 自分勝手に生きるので
はなく､ 『自分をどう生きるか』 を考えることであり､ 精神
的にも経済的にも自立して生きることです｡ 一人一人が個と
して尊重される社会であってほしい｣ と話されました｡

巧みに操られる人形にくぎ付け
ブロードウェイ・パペットミュージカル
２月21日 (土) 田園パラッツォで､ ブロードウェイ・パペットミュージカル ｢MAYA
THE BEE～みつばちマーヤの冒険～｣ が上演され､ 450人をこえる親子連れが会場に
訪れました｡ このミュージカルは､ 主人公のマーヤが冒険の途中､ いろいろな昆虫たち
との出会いや様々な経験によって成長していくストーリー｡ 巧みに操られる１メートル
を超える人形たちの動きや､ スクリーンに映し出されるアニメーションや効果的な照明､
物語の間に流れるそれぞれの昆虫たちの気持ちが込められた歌などによって､ 子どもた
ちはミュージカルの世界に引き込まれていました｡
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自画像制作をモチーフにした歌もできた
平成20年度自画像制作
吉田小学校で､ 大正２年から続いている卒業記念としての
自画像制作｡ 今年度の卒業生70名も２月19日 (木) に､ 八千
代の丘美術館に入館されていた三桝正典先生の指導を受けな
がら制作しました｡ 制作の前に､ 三桝先生自作の自画像制作
をモチーフにした歌を児童と一緒に歌いました｡ この歌もずっ
と歌いついで行くそうです｡ 先生は ｢歴史に残る自画像です｡
大きくのびのびと描いて｣ と児童と一緒に鏡をみながら描き
方のコツを教えられていました｡

災害時にはどうしたらいいのか
自主防災組織リーダー育成研修会
２月25日 (水) クリスタルアージョで､ 自主防災組織リー
ダー育成研修会が開催されました｡ これは､ 広島県が自主防
災組織の活動を進める人材を育成することを目的に､ 県内７
か所で開催するものです｡ 地域振興会や自主防災組織から多
くの方が参加され､ ｢大規模災害に備えて｣ と題しての座学
と､ 図上訓練が行われました｡ 図上訓練では､ 参加者が６班
に分かれ､ 講師より出された問題に対して回答を検討し､ 班
毎に発表しました｡ また､ 仮想の地図を使いながら ｢誰が｣
｢どのように｣ ｢どこへ｣ ｢どこを通って｣ 避難するかを検討
しながら地図に書き込む作業もされていました｡
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危
険
物
取
扱
者
試
験

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
の
危
険
物
を

一
定
数
量
以
上
取
り
扱
う
場
合
は
、
危

険
物
取
扱
者
の
資
格
が
必
要
で
す
。

こ
の
試
験
が
、
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
。

■
と
き

６
月
28
日(

日)(

広
島
市
、
三
次
市)

■
願
書
受
付
期
間

４
月
13
日(

月)

〜
５
月
11
日(

月)

■
願
書
の
受
付
場
所

(

財)

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

広
島
県
支
部

(

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
８
‐
23)

■
そ
の
他

願
書
は
、
消
防
本
部
と
市
役
所
各
支

所
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
消
防
本

部
予
防
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

安
芸
高
田
市
消
防
本
部
で
は
、
毎
年

３
月
20
日
か
ら
４
月
20
日
ま
で
を
林
野

火
災
防
止
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

毎
年
こ
の
季
節
は
、
雨
が
あ
ま
り
降

ら
な
い
た
め
空
気
が
乾
燥
し
や
す
く
、

風
も
強
い
日
が
多
い
た
め
、
田
ん
ぼ
の

あ
ぜ
草
や
枯
れ
草
を
焼
く
た
め
に
つ
け

た
火
か
ら
林
野
火
災
が
発
生
し
て
い
ま

す
。全

国
で
平
成
19
年
中
に
発
生
し
た
林

野
火
災
は
２
１
５
７
件
で
、
２
〜
４
月

に
１
１
４
９
件
発
生
し
、
春
先
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
で
は

｢

た
き
火
に
よ
る
も

の｣

が
全
体
の
26
％
を
占
め
、
次
い
で

｢

火
入
れ｣

、｢

放
火

(

疑
い
を
含
む)｣

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
火
入
れ
と
は
山
林
原
野
の
枯
れ
草
や

田
畑
の
あ
ぜ
草
な
ど
を
焼
く
こ
と
を

い
い
ま
す
。

広
島
県
は
林
野
火
災
が
多
く
、
平
成

19
年
中
は
兵
庫
県
に
次
ぐ
ワ
ー
ス
ト
２

の
１
２
４
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
で
は
平
成
20
年
中
に
４

件
の
林
野
火
災
と
、
枯
れ
草
な
ど
が
燃

え
た
そ
の
他
火
災
が
５
件
発
生
し
、
全

発
生
件
数
の
約
３
分
の
１
を
占
め
ま
し

た
。平

成
５
年
４
月
に
は
吉
田
町
で
３
日

間
燃
え
続
け
、
死
者
１
名
、
約
２
５
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
消
失
し
た
林
野
火
災
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

●
林
野
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
枯
れ
草
な
ど
が
あ
る
火
災
の
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を

し
な
い
こ
と

②
た
き
火
な
ど
を
し
て
い
る
時
は
そ

の
場
を
離
れ
ず
、
離
れ
る
と
き
に

は
完
全
に
消
火
す
る
こ
と

③
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き

火
、
枯
れ
草
焼
き
を
し
な
い
こ
と

④
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す

と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と

⑤
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と

●
平
成
21
年
全
国
山
火
事
予
防
運
動
統

一
標
語

｢

見
直
そ
う

森
の
恵
み
と

火
の
始
末｣

２月

火 災

救 急

救 助

そ の 他

2件

97件

0件

4件

(3件)

(226件)

(4件)

(9件)

����
���

平成５年吉田町林野火災
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●広報あきたかたへの情報提供をお願いします
広報あきたかたでは､ がんばっている人､ グループ､ 全国大会へ出場する人の情報をお待ちしています｡
(紙面スペースなどにより掲載できない場合もありますので､ その際にはご了承ください｡)
あて先は､ 〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地 安芸高田市総務企画部政策企画課 ｢広報あきたかた｣ 担当係 ℡42-5612 FAX42-4376

今井
いま い

政規
まさ き

さん (高宮町)

児童の登下校時に､ 見守り活動を自主的に続け
てこられ､ 平成15年７月１日からは地域安全推進
員として委嘱を受けられました｡ 見守り活動を充
実させるために､ 青色回転灯の許可申請を行い､
自車へ青色回転灯を搭載し､ パトロールを継続さ
れています｡ 常に子どもたちの視点に立った活動
を行ない､ 防犯リーダーとして地域安全活動の普
及促進に寄与されています｡

���������������
●学校教育
佐々木哲志さん (高宮中学校校長)
●地域文化
兼近 勝さん (安芸高田市文化財保護審議会会長)

��������������
●小笠原督子さん (高宮中学校)
●八島 恵美さん (吉田小学校)

��������������������
平成20年度JＯCジュニアオリンピックカップ
第27回全国高等学校アーチェリー選抜大会
●男子 シングルラウンド
岩田 歩 (吉田高校)

●女子 シングルラウンド
小玉ひかり (吉田高校)
西原 利緒 (吉田高校)

平成20年度第４回春の全国中学生ハンドボール選手権大会
●男子の部

(甲田中学校)
尾川晃一・平田智己・中尾洋介・岸田純哉・
今岡裕貴・住信孝一・品川幸隆・土居駿太

●女子の部
(甲田中学校)
倉井愛美・玉井友里恵・森川育実・久保文乃・
品川雪菜・的場未紗・中村萌子

����������������
安井
やす い

悦子
えつ こ

さん (美土里町)
熊野町筆の里工房が主催している 『第12回筆の里ありがと

うのちょっと大きな絵てがみ大賞』 で ｢特別賞｣ を受賞され

た安井さん｡ 全国から過去最多の12,433点の応募があった中､

初めての応募ながら見事受賞されました｡

以前から筆まめだった安井さん｡ 知り合いの方に､ ｢筆ま

めなら､ 絵てがみを描かれてみては｣ と､ すすめられたこと

がきっかけでした｡ 独学で10年も続けてこられ､ ｢３日坊主

が多いわたしが､ これだけは続けてこれたんです｣ と笑いな

がら話されます｡ 使う道具は､ 水を含ませた筆に色を取って

塗る顔彩と墨｡ はがきや和紙などに身近な花や野菜､ 動物な

どを描き､ 言葉を添えられています｡ 友だちなどに送られる

ほか､ 四季の里やゆめタウンなどで展示されたりもしました｡

この度の応募は､ 周りの人からのすすめでした｡ 和紙にニ

ジマスの絵を描き､ 両親に送る言葉を添えられました｡ ｢受

賞を聞いたときは､ やったーと大喜びしました｡ 友だちも自

分のことのように喜んでくれました｣ と話されます｡ 絵てがみのいいところは､ 人との交流が広がるところと安井

さん｡ ｢会ったことがない親友のお孫さんと､ 絵てがみの交換をしています｡ 高宮町の方にも月２回手ほどきをし

ているんですよ｣ と話されます｡ ｢コツコツ自分なりの絵をかいて､ いつか自費出版で作品を残したい｡ それを友

だちにプレゼントできたらうれしいですね｣ と夢を語られました｡

��������������
受賞された作品の記念の盾｡ 同じ
ものをお母さんにもプレゼントさ
れ､ ｢とても信じられない｣ と喜
こばれたそうです｡

これまでに描かれた作品の数々｡
｢魚屋に行って魚を見ても､ 料理
ではなく絵にしたくなる｣ と見る
ものすべてに惹かれると安井さん｡
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月日・受付期間 会 場 相談内容 お 知 ら せ
４月３日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター ●育児相談

※４か月児相談､
２歳６か月児相
談の対象児には
個人通知します｡
対象：４か月児相
談は平成20年12
月生まれ｡
２歳６か月児相
談は平成18年10
月生まれ｡
※内容：身体測定
・食生活・歯・
育児全般におけ
る相談
※現在使用してい
る歯ブラシをご
持参ください｡

４月７日(火)
10:00～11:30

(高宮)
基幹集落センター

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

４月14日(火)
10:00～11:30

(八千代)
保健センター

４月15日(水)
10:00～11:30

(向原)
保健センター

４月21日(火)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

４月22日(水)
10:00～11:30

(美土里)
山村開発センター

４月24日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター

●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です｡ お気軽に
ご参加ください｡

月日・時間 対象 会場 申込期間 内容など

すくすく教室
～すくすく離
乳食～

４月17日(金)
10:00～11:30

生後
５か月児～

１歳
６か月児

(吉田)
中央保健
センター

４月10日～
４月16日

★お口の発達にあっ
た食事をしよう！
(デモストレーショ
ンと試食など)
★持参物：普段使用
している歯ブラシ
(９か月～)

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です

月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
４月８日(水)
10:00～15:00

(美土里)
生涯学習センターまなび

心理判定員
(子育て相談員)

要予約 (予約先：
保健医療課)

４月20日(月)
10:30～15:00

(吉田)
中央保健センター

児童福祉司
心理判定員

要予約 (予約先：
保健医療課)

【乳幼児健康教室】

※心の発達や言葉について相談に応じます｡

※参加希望の方は､ 保健医療課 (℡42－5619) へお申込くだ
さい｡

月日･受付時間 対 象 会 場

４月９日(木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H17年10月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

４月16日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H19年９月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

４月23日(木)
13:00～13:15

乳児健康診査
・H20年６月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

※健診内容は､ 診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談｡
※対象児には個人通知します｡

生活リズムを整えて元気にすごそう

近年､ 夜更かしする子どもが増えていると言われてい
ます｡ 夜更かしの生活習慣を持つ子どもは､ 体温やホル
モンなどの生体リズムが乱れ､ 本来持っている能力を十
分に発揮できません｡ それどころか､ 成長ホルモンの分
泌低下､ 感染症への抵抗力の低下､ 集中力の低下やイラ
イラなど､ こころと体に悪影響をもたらします｡

●生活リズムの５つの時間
生活リズムを整えるには５つの時間を定めることが大
切です｡
①朝食の時間､ ②昼食の時間､ ③夕食の時間､ ④寝る時
間､ ⑤起きる時間
朝は７時までに起こさないと､ ５つの時間がきちんと
生活の中に入りません｡ ５歳以下の子どもであればお昼
寝も必要です｡ 夜９時までに寝かそうと思ったらお昼寝
は３時頃までに切り上げることが必要です｡

●うちの子は寝ない？どうやって寝かす？
乳児の時から寝かしつけの方法は子どもによって様々
です｡ なかなか寝ないとお悩みの方もおられるのではな
いでしょうか｡

＜寝かしつけのポイント＞
① 昼間､ 十分に体を動かして遊ばせる｡
② 寝る直前のテレビ､ ビデオの視聴やゲームは控える｡
就寝２時間前からゆったりとすごす｡
③ 周りを暗く､ 静かな環境を作る｡
④ その子にあったお約束を作る (絵本､ 子守歌､ 背中
をトントンするなど)
⑤ 添い寝をするのなら一緒に寝る覚悟で｡ 『この子が
寝てからあれしよう』 という気持ちがあると､ 子ども
は寝入らないもの｡
⑥ 疲れすぎ､ 興奮しすぎても寝入りが悪いことがある｡
あせらずゆったりと寝かしつける｡
⑦ 体温が上がりすぎても､ 下がりすぎても寝付けない｡
熱いお風呂に入ったり､ 着せすぎたり､ 湯冷めをさせ
ていませんか？

春は入学の季節｡ 新しい生活を始める子どもたちが多
いことでしょう｡ 生活リズムを整えて､ 元気に毎日をす
ごさせてあげたいものですね｡

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡
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図書館でのおはなし会

●八千代図書館 [おはなし会]
４月18日 (土) 11：15～
八千代人権福祉センター

●田園パラッツォ図書館 [おはなしタイム]
４月11日 (土) 10：30～
田園パラッツォ

●安芸高田市立中央図書館 [おはなし会]
４月16日 (木) 10：30～
対象：０歳から３歳くらいまで
クリスタルアージョ２階 研修室203
４月25日 (土) 14：30～
対象：４歳から９歳くらいまで
中央図書館 和室

●甲田図書館 [かみしばい会]
４月18日 (土) 10：30～
ミューズ

園庭開放・体験入園日程
子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡
■持って来るもの お茶・タオル・着替え

日 時 保育所(園)名 内 容
４月22日 (水)
9:30～11:30

入江保育園
℡43－1011 体 験 入 園

４月30日 (木)
10:00～11:30

みつや保育所
℡42－1328 体 験 入 園

子育て支援センター
クリスタルアージョ１階の
子育て支援センター内にある
プレイルームは､ 子育て中の
親子が集い交流し合える場所
です｡ ３歳までのお子様向け
のオモチャを置いていますの
で保護者の方と一緒にお気軽
にご利用下さい｡ 子どもたち

と遊びながら､ おしゃべりをして､ ホッと一息しませんか｡
■利用時間 月曜～金曜日 ８：30～17：30

【子育て交流会】
■持って来るもの お茶・タオル・着替え

■お問い合わせ 子育て支援センター (℡47-1283)

【子育て相談】
子育て支援センターでは家庭児童相談員・母子自立支援
員・保健師・保育士が子育てに関する悩みなど相談に応じ
ています｡ お子様と一緒にお気軽においでください｡
＜電話での相談も受け付けています｡ ＞
■受付時間 月曜～金曜日 ８:30～17:30 ℡47-1283

と き と こ ろ 内 容
４月９日 (木)
10：00～11：00

クリスタルアージョ
２階 研修室203

一緒に遊ぼう
※０～１歳児対象

４月23日 (木)
10：00～11：00

子育て支援センター
プレイルーム

一緒に遊ぼう
※２～３歳児対象

小児救急医療電話相談
(こどもの救急電話相談)

小児救急医療電話相談は､ 夜間､ こどもの急な発熱
やケガなどで､ すぐに医療機関を受診させたほうがい
いのか､ 翌朝まで待ってもいいのかといった判断に迷
う時に､ 小児科医師や看護師が専門的に相談に応じる
ものです｡
■電話番号 局番なしの

♯８０００ (携帯からも利用可能)
IP電話(050)､
ひかり電話からは082-505-1399

■対応時間 19：00～22：00
■対応スタッフ (平日) 看護師 (休日) 小児科医師

｢こどもの救急ホームページ｣ ((社) 日本小児学会)
でも､ 夜間や休日などの診療時間外に病院を受診する
べきかどうかの判断の目安が受けられます｡

【こどもの救急ホームページアドレス】
http://kodomo-qq.jp/

ポリオ生ワクチン投与
●対 象 生後３か月以上90か月未満で２回受けていな

いお子さんに個人通知します｡
●受付時間 午後１時～午後１時30分
●問い合わせ 保健医療課 ℡42－5619

月 日 対 象 会 場

４月２日(木)
平成13年10月４日～
平成20年６月30日

(吉田)
中央保健センター

４月７日(火)
平成13年10月９日～
平成21年１月７日

(向原)
保健センター

４月10日(金)
平成20年７月１日～
平成20年12月15日

(吉田)
中央保健センター

４月14日(火)
平成13年10月16日～
平成21年１月14日

(美土里)
山村開発センター

４月15日(水)
平成13年10月17日～
平成21年１月15日

(高宮)
基幹集落センター

４月21日(火)
平成13年10月23日～
平成21年１月21日

(八千代)
人権福祉センター

４月22日(水)
平成13年10月24日～
平成21年１月22日

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

４月30日(木)
平成20年12月16日～
平成21年１月30日

(吉田)
中央保健センター

※下記の保育園は､ 随時､ 園庭開放を行っていますが､ 行事
の都合などがありますので､ 各保育園にお問い合わせくだ
さい｡
・刈田保育園(℡52－2099) ・八千代南保育園(℡52－3048)
・可愛保育園(℡43－1776)
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高次脳機能障害の悩みごとは
高次脳機能センターにご相談を

高次脳機能障害とは､ 脳の損傷によって高次の能力に問題が生じ､
そのために日常生活や社会生活が困難になる障害のことを指します｡
高次の能力には､ 物を見て何かを判断する､ 必要な情報に集中する､
言葉を話す､ 相手に情報を伝える､ 記憶する､ 計算する､ 計画を立
てる､ 感情をコントロールする､ 相手の気持ちを理解するなど､ よ
りよく生活するために必要なものが含まれています｡
ところが､ 頭部外傷や脳卒中などの疾患で脳が損傷を受けること
により､ ｢物が覚えられない｣ ｢場所がわからない｣ ｢集中力が続か
ない｣ ｢意欲がなくなった｣ ｢人間関係が保てなくなった｣ といった
ことがあらわれ､ 家族や学校､ 職場で困難をきたすことがあります｡
見た目には障害がないように見えることもあるため､ なかなか周囲
の理解が得られません｡ また､ 実際には障害のせいなのに ｢やる気
がない｣ ｢無責任｣ ｢不真面目｣ ｢うそつき｣ などと誤解されてしま
うこともあります｡
高次脳機能障害は､ 治療やリハビリテーションにより改善されま
すが､ 問題が残ってしまうこともあります｡ そういう場合には､ 障
害者の家族や周囲の方々とスタッフ (専門家) が協力して社会生活
上､ 問題なく行動できるように対応することが最も重要です｡
悩みごとや困りごとは､ 一人で抱えず､ ぜひ高次脳機能センター
までご相談ください｡

●お問い合わせ先
広島県立身体障害者リハビリテーションセンター内高次脳機能センター
〒739-0036 東広島市西条町田口295-3
℡ (082) 425・1455 (代)�������� 安芸高田市食生活改善推進協議会

保健医療課 栄養士

朝ごはんを食べて出かけよう!!
いよいよ新年度・新学期のスタートです｡ それに伴い､
環境の変化による緊張や気候の変化などで､ 疲れもたま
り､ 体調をくずしやすくなる時期でもあります｡ その変
化に対応できるよう､ 夜は早めに寝て睡眠をとり､ 朝ご
はんをしっかり食べて生活リズムを整えて気持ちのいい
新生活をスタートさせましょう｡ ご家族の方は､ 子ども
と一緒に朝ごはんを食べて､ 新生活をサポートしてあげ
てくださいね｡
今回は､ 安芸高田市食生活改善推進協議会向原支部が
手軽にできる朝食メニューを紹介します｡ 卵のタンパク
質には脳の活性化や､ 疲労回復を助けてくれる働きがあ
ります｡ すりおろしたにんじんに材料を混ぜて焼くだけ
のレシピです｡ ぜひ作ってみてください｡

食生活に関するご相談は､ お気軽に保健医療課栄養士
にお問い合わせください｡ (℡ ４２－５６１９)

断酒会

広島断酒ふたば会 中田克宣
℡ (０８２) ８１４－１８７４
■と き ４月10日(金)・

20日(月)
19:00～21:00

■と き ４月12日(日)
13:30～15:30

■ところ 吉田人権会館
※詳しい内容は､ お問い合
わせください｡

献血

■と き ４月11日(土)
10：00～11：30
12：30～15：30

■ところ ゆめタウン吉田店

[材料 (４人分)]
卵 ４個
にんじん 60ｇ
ツナ缶 1/2缶
ねぎ(パセリでもよい) ２本
塩・こしょう 少々
サラダ油 適量
大根おろし 100ｇ
ポン酢 大さじ１

[作り方]
①卵を割りほぐし､ にん
じんはすりおろす｡
②ほぐしたツナとみじん
切りのねぎを加え､ 軽
く塩・こしょうをする｡
③フライパンを熱し､ 油
を敷き､ ②を流しいれ､
ふたをして弱火で両面
を焼く｡
④切り分けて器に盛り､
大根おろしを添え､ ポ
ン酢をかけて食す｡

……………………
……………
……………

…
………

……………
………

…………

にんじん入り卵焼き
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健
康
あ
き
た
か
た
21
の

｢

健
診｣

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

健
診
を
受
け
よ
う
！

健
診
結
果
か
ら
自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
！

で
す
。

健
診
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
診
が
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
期
に
は
乳
幼
児
健

診

(

乳
児
健
診
、
１
歳
６
か
月
児
健
診
、
３
歳
児
健
診
な
ど)

が
あ
り
、
児

童
・
生
徒
に
は
学
校
で
の
健
診
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
成
人
し
て
か
ら
は
職

場
健
診
及
び
市
が
実
施
し
て
い
る
健
診
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
、
市
の
総
合

健
診
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
３
、
４
６
６
人
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
が
ん
検

診
を
受
け
ら
れ
た
結
果
、
が
ん
及
び
が
ん
の
疑
い
が
あ
る
方
が
23
人
、
２
０

２
人
の
方
に
が
ん
以
外
の
疾
患
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

健
診
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
日
頃
の
身
体
の
状
態
を
把
握
で
き
る
と
同

時
に
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
自
分
の
身
体
へ
の
関
心
も
よ
り
深
ま
り
、
よ
り
健
康
に
な
ろ
う
と
す
る

意
識
が
高
ま
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
年
齢
に
応
じ
た
健
診
を
積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
！

年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

安
芸
高
田
市
で
は
、『

総
合
健
診』

、『

１
日
人
間
ド
ッ

ク
健
診』

、『

個
別
医
療
機
関
健
診』

を
行
い
ま
す
。

●
申
込
方
法

３
月
26
日
付
け
の
通
知
公
報

｢

平
成
21
年
度

健
康
診

査
の
ご
案
内｣

で
添
付
し
て
い
る
申
込
書
に
ご
記
入
の
う

え
、
保
健
医
療
課
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
直
接
保
健

医
療
課
又
は
各
支
所
へ
ご
持
参
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

●
申
込
締
切

平
成
21
年
４
月
24
日

(

金)

必
着

(

※
申
込
締
切
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い)

�����������｢

み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち｣

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中
！

●
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

平
成
22
年
３
月
末
ま
で
自
己
負

担
割
合
が
１
割

(

現
役
並
み
所
得

者
は
３
割)

に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
が
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
自
己

負
担
割
合
は
、
凍
結
措
置
が
１
年

間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
平
成
22
年
３
月
末
ま
で
１
割

に
据
え
置
か
れ
、
平
成
22
年
４
月

か
ら
２
割

(

現
役
並
み
所
得
者
は

３
割)

に
変
更
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
新
し
い

｢

高
齢
受
給
者

証｣

は
、
３
月
末
日
ま
で
に
お
手

元
に
届
く
よ
う
発
送
し
て
い
ま
す
。

●
75
歳
に
な
る
人

平
成
21
年
１
月
か
ら
75
歳
に
な

る
月
の
自
己
負
担
限
度
額
が
、
国

保
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

(

長

寿
医
療
制
度)

で
２
分
の
１
ず
つ

と
な
り
ま
す
。

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
時
は
、

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が

支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
制
度
が

あ
り
ま
す
が
、
75
歳
に
な
る
月
は

誕
生
日
に
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
す
る
た
め
、
国

保
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
そ
れ

ぞ
れ
で
自
己
負
担
限
度
額
が
適
用

さ
れ
、
負
担
が
倍
増
す
る
場
合
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
平
成
21
年
１
月
か
ら
、

75
歳
に
な
る
月
に
限
っ
て
国
保
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
そ
れ
ぞ
れ

で
自
己
負
担
限
度
額
を
２
分
の
１

ず
つ
と
し
、
２
つ
合
わ
せ
て
も
今

ま
で
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
な
り

ま
す
。(

※
【
例
】
参
照)

な
お
、
こ
の
措
置
は
平
成
20
年

４
月
か
ら
12
月
の
診
療
分
も
さ
か

の
ぼ
っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
さ
れ
た
分

の
支
給
は
、
平
成
21
年
度
中
に
支

給
す
る
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
の
サ
ー
ビ
ス
で
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
医

療
課

(�
４
２
―
５
６
１
９)
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
制
度
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
す

����
平成20年12月診療分

１人当たり費用額 (単位：円)

安芸高田市 県平均 県内順位

一 般 24,126 24,366 12

退職本人 30,298 29,545 9

退職扶養 40,645 23,292 2

全被保険者 25,748 24,820 9

【例】課税一般世帯で75歳になる月に病院で ●国民健康保険 50,000円の支払
●後期高齢者医療で 40,000円の支払 とすると

12月診療分まで １月診療分から

それぞれ自己限度額が44,400円となります｡
【高額療養費の計算】

●国 保 50,000円―44,400円＝5,600円
●後期高齢者医療 40,000円―44,400円＝ 0円

それぞれ自己限度額が22,200円となります｡
【高額療養費の計算】

●国 保 50,000円―22,200円＝27,800円
●後期高齢者医療 40,000円―22,200円＝17,800円



25

４月１日から､ 第３子以降の保育園児の保育料
が無料になります｡ これは､ 少子化・子育て支援
対策の新たな取り組みとして行うもので､ 保護者
の負担を少しでも軽くして､ 子育て環境を良くし
ていこうというものです｡

●申請手続 必要ありません｡
●条 件 ３人とも保育所か幼稚園などに在籍

していること｡
●お問い合わせ 子育て支援担当課 ℡４７－１２８３

ニーズ調査へのご協力ありがとうございました
１月に実施しました子育て支援に関する市民

の方の生活実態やニーズ調査へのご協力ありが
とうございました｡ 今回実施しましたアンケー
ト調査の回収率は85％で､ 次世代育成支援後期
行動計画 (平成22～26年度) を策定するための
基礎資料にさせていただきます｡

保育料
３番目のお子さんから
保育料が無料になります

これまで､ 妊娠届出時に母子健康手帳と一緒に
妊婦健康診査受診票を5枚交付していましたが､
子育て支援として､ 妊娠中の健診費用の負担軽減
を図って､ 妊婦健康診査をより受けやすくするた
めに４月１日以降の妊娠届出時から交付枚数を14
枚に増やすことになりました｡
この受診票を使うと決められた検査 (血液検査

など) が公費で受けられます｡
平成21年３月31日までに妊娠届出をされた方に

は､ 受診票の追加交付を行います｡ 詳細は､ 個別
に通知を行っていますので､ そちらでご確認くだ
さい｡

●お問い合わせ 保健医療課 ℡４２－５６１９

妊婦健診
妊婦健康診査受診票の
交付枚数が14枚に増えます

これまで０歳児から６歳児 (小学校就学前) ま
でを対象としていた乳幼児等医療費助成を､ 4月1
日から12歳児 (小学６年生) までに拡大します｡

●自己負担額
１医療機関につき１日500円
ただし､ １医療機関での１か月の窓口支払は､
通院４日､ 入院14日までを支払い､ その日数以
降の支払いは不要です｡
※保険薬局 (院外処方) での自己負担額はあり
ません｡

●所得制限
所得制限はありません｡

平成21年４月１日からの受診に際しては､ 医療
保険の保険証とともに､ 乳幼児等医療費受給者証
を提示してください｡ なお､ 対象年齢拡大に伴い､
新たに制度の対象となるお子さまの保護者の方へ
は､ 案内を送付しています｡

●お問い合わせ 保健医療課 (℡４２－５６１９)

医療
乳幼児等医療費助成の
対象年齢を
12歳児までに拡大します

平成19年4月から､ 本庁市民課の毎週金曜日の
窓口を夕方２時間延長 (試行) していましたが､
利用される方がほとんどなく､ 厳しい財政状況の
中､ 経費削減のため３月末をもって取りやめとな
ります｡
今後は､ 市職員による ｢まごころ代行サービス｣
などの利用をお願いします｡

●まごころ代行サービス
市職員が､ 住民票や戸籍謄・抄本などの申請

や受領を､ 委任により行うものです｡
お近くの職員へ依頼してください｡

●お問い合わせ
市民課 (４月１日から総合窓口課)
℡４２－５６１６

窓口業務
金曜日の本庁市民課の
窓口業務延長を
取りやめます
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安
芸
高
田
市
で
は
、｢
定
額

給
付
金｣

並
び
に

｢

子
育
て
応

援
特
別
手
当｣

の
申
請
受
付
を
、

３
月
27
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

３
月
26
日
に
申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
ご
記
入
の
上
、
本

庁
・
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
申
請
が
一
時
期
に
集

中
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
口
座
へ
の
振
込
に
時
間
が

か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
定
額
給
付
金
】

平
成
21
年
２
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
、
市
民
へ
の
生
活
支

援
な
ら
び
に
地
域
の
経
済
対
策

と
し
て
、
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
を

対
象
と
し
て
、
定
額
給
付
金
を

給
付
し
ま
す
。

●
申
請
で
き
る
方

申
請
の
手
続
き
を
行
い
給
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、

そ
の
世
帯
の
世
帯
主
と
な
り
ま

す
。

●
給
付
方
法

原
則
と
し
て
世
帯
主
ご
本
人

の
預
金
口
座
へ
の
振
込
と
な
り

ま
す
。

●
給
付
額

１
人
に
つ
き
１
２
、
０
０
０
円

※
た
だ
し
、
基
準
日
に
65
歳
以

上
の
方
及
び
18
歳
以
下
の
方

は
、
１
人
に
つ
き
２
万
円
。

●
申
請
の
流
れ

申
請
書
を
各
世
帯
に
対
し
郵

送
し
ま
す
。
申
請
書
が
届
き
ま

し
た
ら
、
記
入
の
上
、
返
送
用

封
筒
で
返
送
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

本
庁
・
各
支
所
に
直
接
持
参
さ

れ
て
も
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
請
受
付
期
間

３
月
27
日(

金)

〜
９
月
27
日(

日)

当
日
消
印
有
効

※
３
月
27
日

(

金)

か
ら
４
月

10
日

(

金)

の
期
間
は
、
土

日
も
含
め
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
本
庁
・

各
支
所
と
も
窓
口
申
請
を
受

付
け
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

お
送
り
す
る
申
請
書
に
記
入

の
上
、
次
の
書
類
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
添
付
書
類
〉

①

世
帯
主

(

あ
る
い
は
代

理
人)

の
本
人
確
認
資
料

と
し
て
必
要
な
も
の

運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
外

国
人
登
録
証
明
書
な
ど
の

写
し

(
コ
ピ
ー)

②

申
請
書
に
記
入
し
た
振

込
先
口
座
の
確
認
資
料
と

し
て
必
要
な
も
の

振
込
先
口
座
の
通
帳

[

通
帳
の
見
開
き
の
名
前

(

カ
タ
カ
ナ)

・
口
座
番

号
が
わ
か
る
部
分]

の
写

し

(

コ
ピ
ー)

●
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

定
額
給
付
金
担
当

℡
４
２
―
５
６
１
１

【
子
育
て
応
援
特
別
手
当
】

平
成
21
年
２
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
、
多
子
世
帯
の
小
学

校
就
学
前
３
年
間
の
子
育
て
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

小
学
校
就
学
前
３
年
間
に
あ
る

第
２
子
以
降
の
子
ど
も
さ
ん
に

対
し
て
、
子
育
て
応
援
特
別
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

●
申
請
で
き
る
方

申
請
の
手
続
き
を
行
い
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、

そ
の
世
帯
の
世
帯
主
と
な
り
ま

す
。

●
給
付
方
法

原
則
と
し
て
世
帯
主
ご
本
人

の
預
金
口
座
へ
振
込
と
な
り
ま

す
。

●
対
象
と
な
る
子
ど
も

生
年
月
日
が
、
平
成
14
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１

日
ま
で
の
子
ど
も
で
、
第
２
子

以
降
の
子
ど
も
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

●
支
給
額

第
２
子
以
降
で
あ
る
子
ど
も

１
人
当
た
り
３
６
、
０
０
０
円

※
第
２
子
以
降
の
判
定
は
、
18

歳
以
下
の
子
ど
も

(

生
年
月

日
が
平
成
２
年
４
月
２
日
以

降
の
子
ど
も)

の
中
か
ら
年

齢
順
に
第
１
子
、
第
２
子
と

数
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

●
申
請
の
流
れ

申
請
書
を
対
象
年
齢
の
子
ど

も
の
い
る
世
帯
に
対
し
郵
送
し

ま
す
。
申
請
書
が
届
き
ま
し
た

ら
、
記
入
の
上
、
本
庁
・
各
支

所
に
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
対
象
年
齢
の
子
ど

も
さ
ん
が
お
ら
れ
て
も
、
第

２
子
以
降
に
該
当
さ
れ
な
い

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
申
請
受
付
期
間

３
月
27
日(

金)

〜
９
月
27
日(

日)

※
３
月
27
日

(

金)

か
ら
４
月

10
日

(

金)

の
期
間
は
、
土

日
も
含
め
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
本
庁
・

各
支
所
と
も
窓
口
申
請
を
受

付
け
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

お
送
り
す
る
申
請
書
に
記
入

の
上
、
次
の
書
類
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
添
付
書
類
〉

①

世
帯
主

(

あ
る
い
は
代

理
人)

の
本
人
確
認
資
料

と
し
て
必
要
な
も
の

運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
外

国
人
登
録
証
明
書
な
ど
の

写
し

(

コ
ピ
ー)

②

申
請
書
に
記
入
し
た
振

込
先
口
座
の
確
認
資
料
と

し
て
必
要
な
も
の

振
込
先
口
座
の
通
帳

[

通
帳
の
見
開
き
の
名
前

(

カ
タ
カ
ナ)

・
口
座
番

号
が
わ
か
る
部
分]

の
写

し

(

コ
ピ
ー)

③

対
象
と
な
る
子
ど
も
と

第
１
子
が
別
居
し
て
い
る

が
、
同
じ
人
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
と
き
は
医
療
保
険

の
被
保
険
者
証
な
ど
の
写

し

(

コ
ピ
ー)

●
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
担
当
課

子
育
て
応
援
特
別
手
当
担
当

℡
４
７
―
１
２
８
３

�������������������������������������｢振り込め詐欺｣ や
｢個人情報の詐取｣ に
ご注意ください｡

市､ 国､ 県などがＡＴＭ (現
金自動預払機) の操作をお願い
し､ 給付のために手数料などの
振込を求めることは､ 絶対にあ
りません｡
また､ 申請前に､ 住民の皆さ
んの世帯構成や銀行口座の番号
などの個人情報を照会すること
はありません｡
市の職員などをかたった電話
がかかってきたり､ 郵便が届い
たりしたら､ 市役所や安芸高田
警察署にご連絡ください｡
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第
４
期
安
芸
高
田
市

介
護
保
険
事
業
計
画
の
概
要

平
成
21
〜
23
年
度
の
３
年
間
は
、｢

第
４

期
安
芸
高
田
市
介
護
保
険
事
業
計
画｣

に
基

づ
き
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

第
４
期
事
業
計
画
は
、
第
３
期
事
業
計
画

で
設
定
し
た
平
成
26
年
度
の
目
標
に
向
け
た
、

中
間
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

市
の
高
齢
者
人
口
は
、
今

後
緩
や
か
に
増
加
し
、
こ
れ

に
伴
い
、
介
護
を
必
要
と
す

る
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者

も
、
緩
や
か
に
増
加
す
る
と

推
計
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
の

増
加
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
居
宅
介
護
支
援
体
制
の

充
実
や
人
材
確
保
の
た
め
の

施
策
な
ど
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

基
盤
整
備
は
、
第
３
期
事

業
計
画
で
整
備
で
き
な
か
っ

た
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

な
ど
の
整
備
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
計
画
策
定
に

あ
た
り
行
っ
た
、
市
民
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
介
護
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
の
希
望
場
所
と
し
て

｢

自
宅｣

が
半
分
以
上
、｢

施

設
な
ど｣

が
３
割
弱
で
、
ま

た
、
力
を
入
れ
て
欲
し
い
施
策
と
し
て
は
、

低
所
得
者
へ
の
負
担
軽
減
が
上
位
を
し
め
る

と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

●
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料

65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
負
担
割
合
が
、

第
４
期
で
は
20
％(

第
３
期
は
19
％)

と
な

り
ま
し
た
。

所
得
の
状
況
に
応
じ
て
決
ま
る
保
険
料
の

段
階
は
、
第
３
期
で
は
６
段
階
で
し
た
が
、

第
４
期
で
は
よ
り
き
め
細
や
か
に
対
応
す
る

た
め
９
段
階
の
設
定
と
し
ま
し
た
。

第
４
期
の
保
険
料
基
準
額
は
通
常
の
計
算

で
算
出
す
る
と
、
月
額
４
、
８
４
９
円
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
介
護
報
酬
改
定
に
よ
る

保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
上
昇
分
の

２
分
の
１
を
国
が
補
填(
特
例
臨
時
交
付
金)

す
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
に
納
付
い
た
だ
い

た
保
険
料
の
剰
余
金(

介
護
給
付
費
準
備
基

金)

を
取
崩
し
て
、
保
険
料
の
上
昇
を
抑
制

し
、
保
険
料
基
準
額
を
第
３
期
と
同
額
の
月

額
４
、
４
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
の

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た

４
月
１
日
か
ら
、
介
護
保
険
制
度
の
内
容

が
変
わ
り
ま
す
。

●
要
介
護
認
定
の
見
直
し

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

は
、
介
護
の
必
要
な
度
合
い
を
判
定
す
る

｢

要
介
護
認
定｣

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
回
の
見
直
し
で
は
、
審
査
判
定
の
際

の
ば
ら
つ
き
を
よ
り
少
な
く
す
る
観
点
で
、

次
の
よ
う
な
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
訪
問
調
査
が
適
正
で
効
果
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
、
調
査
項
目
を
82
項
目
か
ら
74
項
目

に
整
理
し
ま
し
た
。

・
審
査
判
定
資
料
の
も
と
と
な
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
の
一
次
判
定
結
果
を
、
ば
ら
つ
き
の

な
い
介
護
の
手
間
の
推
計
方
法
へ
の
見
直

し
や
、
審
査
会
委
員
に
高
齢
者
の
状
態
像

が
わ
か
り
や
す
い
表
示
へ
変
更
し
ま
し
た
。

●
介
護
報
酬
の
改
定

介
護
従
事
者
の
離
職
率
が
高
く
、
人
財
確

保
が
困
難
な
状
況
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
、
介
護
報
酬
が
約
３
％
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
の
介
護
保
険
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

【所得段階別保険料】

段階 対 象 者 月額保険料
(基準額×保険料率)

１ ・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税

2,200円
(基準額×0.50)

２ 世帯全員が市民税非課税で､ 本人の課税年金収
入額と合計所得金額の合計額が80万円以下

2,200円
(基準額×0.50)

３ 世帯全員が市民税非課税で､ 第２段階以外の方 3,300円
(基準額×0.75)

４
本人が市民税非課税 (世帯の中に市民税を課税
されている方がいる) かつ､ 本人の課税年金収
入額と合計所得金額の合計額が80万円以下

3,850円
(基準額×0.875)

５ 本人が市民税非課税 (世帯の中に市民税を課税
されている方がいる) かつ､ 第４段階以外の方

4,400円
(基準額)

６ 本人が市民税課税で､ 合計所得金額が125万円
未満

4,950円
(基準額×1.125)

７ 本人が市民税課税で､ 合計所得金額が125万円
以上200万円未満

5,500円
(基準額×1.25)

８ 本人が市民税課税で､ 合計所得金額が200万円
以上400万円未満

6,600円
(基準額×1.50)

９ 本人が市民税課税で､ 合計所得金額が400万円
以上

7,700円
(基準額×1.75)

介
護
保
険

安
芸
高
田
市
の｢

財
布｣

の
中
身

安
芸
高
田
市
の
一
般
会
計
の
借
金
は
、

平
成
21
年
３
月
末
現
在
で
３
６
０
億
円

(

概
ね
６
割
が
交
付
税
と
し
て
国
か
ら
補

助
さ
れ
る
た
め
実
質
は
１
４
４
億
円)

あ

り
ま
す
。
平
成
22
年
３
月
末
に
は
３
４
７

億
円
の
見
込
み
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成

21
年
度
は
13
億
円
借
金
を
返
済
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率(

市
の
収
入

に
対
す
る
借
金
の
返
済
割
合)

は
19
・
２

％
で
、
注
意
区
域(

18
・
０
％
〜
25
・
０

％)

に
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

平
成
26
年
度
ま
で
に
借
金
を
２
８
８
億
円

ま
で
減
ら
し
、
健
全
区
域(

18
・
０
％
未

満)

の
17
・
８
％
に
な
る
よ
う
健
全
化
計

画
を
定
め
て
い
ま
す
。(

三
次
市
18
・
９

％
、
庄
原
市
23
・
１
％
、
北
広
島
町
22
・

２
％
、
安
芸
太
田
町
20
・
１
％
〈
Ｈ
19
年

度
決
算
〉)

こ
の
よ
う
な
中
、
財
政
を
健
全
化
し
な

が
ら
、
私
の
公
約
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
現

及
び
市
民
の
皆
様
の
要
望
の
強
い
主
要
事

業
の
実
現
に
向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
補
助
金
の

ほ
か
、
返
済
の
７
割
が
国
か
ら
補
助
さ
れ

る
合
併
特
例
債
や
過
疎
債
な
ど
の
有
利
な

資
金
が
使
え
る
平
成
25
年
度
ま
で
に
、
火

葬
場
や
下
水
道
水
洗
化
な
ど
の
課
題
を
解

決
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
財
政
力
指
数(

１
に
近
い
ほ
ど
余
裕

が
あ
る)

は
０
・
３
６
で
、
大
半
を
国
に

依
存
し
て
行
か
な
け
れ
ば
財
政
運
営
が
出

来
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

������ ��
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ご
み
の
減
量
化
の
推
進
と
、
分
別
収

集
の
徹
底
に
よ
る
資
源
ご
み
の
回
収
率

の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
取
組
み
に
対
し
て
助
成
を
お
こ
な

い
ま
す
。

【
生
ご
み
減
量
化
対
策
助
成
金
】

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
化
お

よ
び
堆
肥
化
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
の
一

部
助
成
を
行
な
い
ま
す
。

●
生
ご
み
処
理
機
台
数

50
台

●
助
成
金
額

購
入
額
の
半
額(

上
限
２
万
円)

※
市
内
の
販
売
店
で
購
入
し
た
家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
に
限
り
ま
す
。

※
市
税
や
上
下
水
道
な
ど
の
料
金
の
滞

納
が
な
い
世
帯
に
限
り
ま
す
。

※
助
成
は
、
合
併
前
、
合
併
後
を
含
め

各
世
帯
１
回
限
り
で
す
。

【
ご
み
減
量
化
対
策
助
成
金
】

資
源
ご
み
の
回
収
を
推
進
す
る
団
体

に
対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

平
成
20
年
度
は
１
㎏
あ
た
り
４
円
の

助
成
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月

１
日
か
ら
、
１
㎏
あ
た
り
10
円
に
改
定

し
ま
す
。

●
助
成
金
額

１
㎏
あ
た
り
10
円

●
対
象
と
な
る
資
源
ご
み

・
古
紙

(

新
聞
・
雑
誌
な
ど)

・
ア
ル
ミ
缶

・
ス
チ
ー
ル
缶

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

●
手
続
き
の
方
法

ど
ち
ら
の
助
成
金
も
、
事
前
の
手
続

き
や
審
査
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

本
庁
市
民
課

(

４
月
１
日
か
ら
市
民
生

活
課)

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課

(

４
月
１
日
か
ら
総
合
窓
口
課)
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課(

４
月
１
日
か
ら
市
民
生
活
課)

℡
４
２－

１
１
２
６

環
境

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

そ
の
取
り
組
み
を
応
援
し
ま
す

地権者の高齢化や不在化により､ 山林の境界の
不明確化が進行していることから､ 境界に関する
情報を早急に保全し､ 地籍調査が実施できる状態
を確保しておく必要があります｡
このため､ 地籍調査事業が実施されていない山

林を対象に､ 隣接所有者と境界が確認できる場合
に限り､ 境界杭を配布します｡ なお､ 境界杭の設
置は､ 地権者の責任において行っていただくこと
になります｡

●問い合わせ先
農政課
℡４７－４０２２
(４月１日から農林水
産課林業水産係)

地籍調査
山林の境界杭を
配布します

４月１日から､ 安芸高田市内に住所があり､ ホー
ムヘルパーとして介護サービス事業所や地域社会
で活躍することを希望され､ ホームヘルパーの資
格取得講座を受講される方に､ 受講に係る経費の
一部を助成します｡

●助成金
15,000円を上限に助成します｡

●問い合わせ先
高齢者福祉課
℡４２―５６１８

各支所市民生活課
(４月１日から総合
窓口課)

市民総ヘルパー構想
ホームヘルパー
資格取得講座受講者に
助成金を支給します
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＜高宮町＞
変 更 前 変 更 後

投 票 区 投 票 所 投 票 区 投 票 所 行 政 区
高宮町第１ かわね保育園

高 宮 第 １ 川根小学校
三田林･上梶矢･下梶矢･上竹貞･下竹貞･下川根･山
根･直会･谷口･下宮･田草･行部･薬師･亀谷･二重谷･
栃原･篠原･歌ケ谷･杉の原

高宮町第２ 川根小学校
高宮町第３ 薬師集会所
高宮町第 10 土居之内集会所

高 宮 第 ３
船木ゆめ広場
(船佐東公民館)

土居之内･田屋郷･下用地･上用地･叶谷日原･中之
郷･下福田･上福田･島之尾･水谷松之尾･下船木高宮町第 11 船木ゆめ広場

高宮町第８ 羽佐竹コミュニティホーム
高 宮 第 ４ 安芸高田市高宮支所

門田･後側･前川･五十貫部･上野吉広･志部府･竹部
迫･れんげガーデン･雇用促進住宅･野々原･上羽佐
竹･中羽佐竹･下羽佐竹･原山･下房後･勘部･新迫･
表郷･房後柆原高宮町第９ 高宮高齢者生産活動センター

高宮町第４ 来女木市集会所

高 宮 第 ５
来原コミュニティ
センター
(プラタナス)

すだれ･切田･深渡･中原･塔ケ峯･上沖城･下沖城･
上城･土居谷･宍戸城･細河内･後岡城･日南側･東城･
上仁王丸･下仁王丸･山田･柆原１～２･茂谷･仲仙
道･後迫･常広･宮迫･向原･行田･来女木市

高宮町第５ 原田集会所

高宮町第６ 宮原集会所

＜甲田町＞
変 更 前 変 更 後

投 票 区 投 票 所 投 票 区 投 票 所 行 政 区
上 小 原 上小原多目的集会所

甲 田 第 １ 小原中央集会所

陰近･上山田･中山田･古神出･飛貞･高柳･土居迫･
鳥居迫･宮崎･表長見山･尾首･建光･古旗･寺元･中
合･上正覚･下正覚１･正覚･中正覚･下吉田口･上吉
田口･大津谷･緑ケ丘･観音･大谷･隠地･上法恩地･
下法恩地･内長見･長見山･青迫･老人ホーム甲田･
祇園迫･則長･益方･川本･高屋･市ケ原(上組･下組)

下 小 原 甲田第六分団消防格納庫

高 田 原 高田原多目的集会所

甲 田 第 ２ 安芸高田市甲田支所

篠原･花の木住宅･井才田１～４･花の木１～３･胡
子･末広･中組･せせらぎ団地(１班･２班)･上寺･下
寺･春日･上組･春日住宅･駅前通･東本通･西本通･
中央通･雇用促進住宅１～２･智徳･沖組･筒ケ瀬･
グリーンヴィレッジ･平佐･平和･瀬戸･倉内･瀬戸
住宅･夕日ヶ丘住宅･サンハイツ甲田･高田原ニュー
タウン･若葉

高田原中央 安芸高田市甲田支所

長 屋 甲田第五分団消防格納庫
甲 田 第 ３

甲田第五分団消防
格納庫

上高地･大土山･中高地･下高地･上長屋･下長屋
高 地 高地老人集会所
糘 地 糘地老人集会所

甲 田 第 ４ 甲田浅塚公民館
大城･西の谷･中条･中迫･下城･吉原１～２･向組･
金口･浜田･大浜･城山浅 塚 甲田浅塚公民館

上 甲 立 甲田保健センター

甲 田 第 ５ 甲立小学校体育館

田口･加屋･余谷･荒槙牧場･紅原･上市･本町･紅葉
ヶ丘住宅･中市１･下市１～３･湧永住宅･大道地･
江田･中央･住宅･甲立高原･上庄東班･上庄北班･上
庄西班･上庄南班･道木１～３･湧永男子寮･手斧磨･
今井谷１～２･下庄

下 甲 立 道木集会所

＜向原町＞
変 更 前 変 更 後

投 票 区 投 票 所 投 票 区 投 票 所 行 政 区
向原町第３ 中長田集会所

向 原 第 ３ ふれあいプラザ長田 長田１区～８区
向原町第６ 上長田地区多目的集会所
向原町第４ 坂地区生活改善センター

向 原 第 ４ ふれあいプラザ坂 坂６区～16区
向原町第５ 寺山地区多目的集会所
向原町第７ 有留地区多目的集会所

向 原 第 ５ ふれあいプラザ有保 有留１区～７区･保垣１区～５区
向原町第８ 保垣地区生活改善センター

今回の再編により､ 投票所が遠くなり､ 高齢者など交通弱者が投票へ行きづらい面もあると思いますが､
期日前投票制度があり､ 市民の皆さんへの利便性は､ 合併前より向上しているものと考えます｡ 期日前投票
所の設置施設付近へ出かけられる機会などを利用して､ 投票していただきますようお願いします｡
●投票区の再編について､ 市民の皆さんからお寄せいただいたご意見 (平成20年12月～平成21年３月)
・賛成 (14件)
・投票所が遠くなり､ 高齢者は投票へ行けなくなる｡ (13件)
・マイクロバスで送迎してほしい｡ (４件)
・選挙費用は削るべきではない｡ (３件)
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安
芸
高
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

市
内
の
投
票
区
の
現
況
、
近
隣
市
町
の

状
況
及
び
期
日
前
投
票
の
利
用
者
の
大

幅
な
増
加
な
ど
、
近
年
の
投
票
環
境
の

変
化
を
勘
案
し
、
投
票
区
を
再
編
し
ま

し
た
。

今
回
の
再
編
に
よ
り
、
54
投
票
区
が

33
投
票
区
に
な
り
、
投
票
所
が
変
更
に

な
る
地
域
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
投
票
区

●
投
票
区
再
編
の
目
的

・
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
と
公
平
性

・
市
行
財
政
改
革
に
基
づ
く
投
票
事
務

の
効
率
化
及
び
コ
ス
ト
の
削
減

※
１
回
の
選
挙
に
つ
き
８
０
０
万
円
〜

１
、
０
０
０
万
円
の
経
費
削
減

・
投
票
事
務
の
市
職
員
体
制
の
維
持

●
投
票
区
再
編
基
準

小
学
校
区
を
投
票
区
再
編
の
基
本
と

し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
選
挙
人
の
数
、

投
票
所
ま
で
の
距
離
、
地
形
、
交
通
利

便
性
な
ど
を
考
慮
し
て
小
学
校
区
を
分

割
し
た
投
票
区
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
再
編
に
よ
っ
て
、
投
票
事
務

の
多
く
を
占
め
る
人
件
費
の
削
減
、
ポ

ス
タ
ー
掲
示
場
設
置
費
用
の
削
減
に
つ

な
が
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
今

後
、
市
職
員
の
削
減
が
さ
ら
に
す
す
め

ば
、
適
正
な
投
票
事
務
の
執
行
が
困
難

な
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
投
票
区
の
統

合
あ
る
い
は
分
割
の
検
討
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

安
芸
高
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

℡
４
２－

１
１
３
６

投
票
所

投
票
区
を
54
投
票
区
か
ら

33
投
票
区
に
再
編
し
ま
し
た

向

原

町

甲

田

町

高

宮

町

美
土
里
町

八
千
代
町

吉

田

町

町

名

８ 11 11 10 ５ ９
再
編
前 投
票
区
数

５ ６ ５ ５ ４ ８
再
編
後

＜吉田町＞
変 更 前 変 更 後

投 票 区 投 票 所 投 票 区 投 票 所 行 政 区

可 愛 第 １ 可愛集会所
吉 田 第 ５ 可愛集会所

下新屋郷･上新屋郷･常友日南･常楽寺･山手日南
(下･上)･山手(中･沖･西) ･宮之城･下中馬(下･上)･
上中馬･本谷(上･中･下)･甲元･上福原可 愛 第 ３ 上中馬集会所

＜八千代町＞
変 更 前 変 更 後

投 票 区 投 票 所 投 票 区 投 票 所 行 政 区
八千代町第４ 上根集会所

八千代第４ 上根集会所
末石･日南(下･中･上)･東邦団地･市下･市裏･市表･
土井･余井･平原･本郷･根の谷八千代町第５ 潜龍峡レストハウス

＜美土里町＞
変 更 前 変 更 後

投 票 区 投 票 所 投 票 区 投 票 所 行 政 区

下 横 田 美土里高齢者コミュニティセンター
美土里第１

美土里高齢者コミュ
ニティセンター

重信隠地･重信日南･清田･竹之内･下日南･上日南･
横田下市･横田上市･岡の原･横呂･戌谷･寺川･岩倉･
宝前･原･隠地･川撫･向井･奈良谷･瀬木･鳥信上 横 田 上横田集会所

塩 瀬 塩瀬老人集会所
美土里第２

安芸高田市美土里
支所

矢賀(上･下)･高浜･砂金･増屋･広森･有藤･小谷･引
地･中原･道円田･塩瀬下･塩瀬日南上･亀谷･鉄井･
橋上･上河内･下黒滝･上黒滝本 郷 安芸高田市美土里支所

北 郷 美土里生活改善センター
美土里第３

北振興会館 (北地
域活動拠点施設)

栃木･市･中北日南(上･下)･上郷･山田･叶谷･下郷･
貝原･雁子原･畠田迫･下北蔭地･九文久･中北蔭地
(下･上)･下叶口･上叶口･塩貝北 市 北市会館

桑 田 桑田の庄
美土里第４ 生田集会所

上青･中青･下青･程原･出店･生田上市･中市･生田
下市･石丸･山崎･助実･是光･日南･下音地･上音地･
上城

生 田 生田集会所
青 青老人集会所

●変更する投票区
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